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■主なトピックス■

・学園創立71周年に寄せて
・聖路加国際病院 理事長・名誉院長
日野原重明先生講演
―有意義かつ盛況裡に開催―

・吹奏楽フェスティバル
in サントリーホール

大ホールにて開催
・よりよい幼児教育者に

なるためのマナー
・書き初め大会
・第18回体育科実技発表会
・親子1日入学を終えて
・新入園児を迎えて
「親子で楽しくすごす集い」
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私
た
ち
の
学
園
じ
ゅ
う

に
、
活
気
の
満
ち
溢
れ
た
昨

年
度
で
し
た
。
学
園
の
古
稀

を
祝
う
行
事
が
、
次
々
と
展

開
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

学
園
が
特
別
協
賛
し
た
ロ

シ
ア
の
キ
ー
ロ
フ
・
バ
レ
エ
団

の
華
麗
な
舞
台
「
ロ
ミ
オ
と

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」に
酔
い
痴
れ
、

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に
高
円

宮
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
て
、

大
学
と
附
属
小
、中
、高
校
に

よ
る
学
園
の
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の「
威

風
堂
々
」「
聖
徳
学
園
歌
」に
、

学
園
人
で
あ
る
意
識
と
誇
り

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
を
飾
っ
た
附
属

小
学
校
全
児
童
に
よ
る
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト「
輝
け
聖
徳
」に
は
、

若
さ
に
生
き
る
喜
び
を
感

じ
、
川
並
香
順
記
念
講
堂
超

満
員
の
人
々
の
拍
手
で
終
了

し
た
日
野
原
重
明
先
生
の
御

講
演「
ハ
ー
モ
ニ
ー（
和
）の

サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト
」に
、

人
生
の
年
輪
の
重
み
と
あ
り

方
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
本
学
園
所
蔵
の

藤
田
嗣
治
作
品
展
な
ど
、

数
々
の
美
と
知
の
感
動
の
う
ち

に
、学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

行
事
は
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

学
園
創
始
者
香
順
・
孝
子

両
先
生
も
、
泉
下
で
感
激
の

目
を
し
ば
た
た
い
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。こ
れ
も
学
園

の
関
係
者
皆
様
方
の
「
和
」

の
結
集
と
、お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
感
激
の
冷
め
や
ら
ぬ

中
で
、
創
立
七
十
一
年
目
に

踏
み
出
し
ま
す
。

東
京
湾
に
面
す
る
新
興
都

市
浦
安
市
に
、
七
番
目
の
幼

稚
園
の
浦
安
幼
稚
園
が
開
園

し
ま
し
た
。
二
百
名
を
越
え

る
か
わ
い
い
新
園
児
の
声
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
設
け
ら
れ
た
大
学

院
臨
床
心
理
学
研
究
科（
博

士
課
程
前
期
・
後
期
）と
音
楽

文
化
研
究
科（
博
士
課
程
後

期
）に
は
、
高
度
の
教
育
と

研
究
を
目
指
す
学
生
を
迎
え

ま
し
た
。

大
学
の
研
究
度
を
量
る
目

安
が
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
五
研
究
科
を
擁

す
る
よ
う
に
な
っ
た
本
学

も
、
大
学
院
を
挙
げ
て
、
本

年
度
は「
食
と
音
楽
に
よ
る

人
間
活
性
化
戦
略
拠
点
２１
」

を
掲
げ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

試
み
て
い
ま
す
。

改
組
し
た
短
期
大
学
部
総

合
文
化
学
科
は
、
自
分
の
夢

を
実
現
す
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
履
修
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、

将
来
の
発
展
の
基
礎
を
作
り

ま
し
た
。
今
や
大
学
は
、
受

験
生
を
選
ぶ
大
学
か
ら
受
験

生
に
選
ば
れ
る
大
学
に
変
貌

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
選
ば
れ

る
た
め
に
は
特
色
あ
る
大
学

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

文
部
科
学
省
は
魅
力
あ
る
選

ば
れ
る
大
学
つ
く
り
を
援
助

す
る
た
め
に「
特
色
あ
る
大

学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。昨
年
度

は
地
方
の
短
期
大
学
も
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
本
学
も
大
学

人
の
知
恵
を
絞
っ
て
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

香
順
先
生
が
口
癖
の
よ
う

に
言
わ
れ
て
い
た
「
幼
稚
園

か
ら
大
学
院
ま
で
の
女
子
一
貫

教
育
の
場
を
」
が
、
確
実
に

着
々
と
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
教
育
環
境
は

益
々
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
十
八
歳
人
口
の
激
減

の
み
な
ら
ず
、
国
立
大
学
独

立
法
人
化
の
し
わ
寄
せ
が
、

何
ら
か
の
形
で
襲
っ
て
き
ま

す
。
次
の
五
年
間
が
正
念
場

で
す
。
七
十
五
周
年
を
笑
顔

で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
学
園

人
こ
ぞ
っ
て
知
恵
を
出
し
汗

を
流
し
て
い
く
所
存
で
す
。

東
京
駅
を
出
て
数
分
後
、

東
海
道
新
幹
線
の
右
側
窓
か

ら
一
瞬
、
高
さ
五
十
二
メ
ー

ト
ル
の
瀟
洒
な
三
角
屋
根
の

ノ
ッ
ポ
ビ
ル
が
見
え
ま
す
。

高
度
の
科
学
技
術
を
取
り
込

ん
で
で
き
た
大
学
九
号
館

「
三
田
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
」
で
す
。

都
内
か
ら
社
会
人
も
通
学

し
、夜
も
開
講
す
る
大
学
院
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
必
要
と
す

る
通
信
教
育
、
さ
ら
に
は
各

種
の
講
座
・
講
演
会
な
ど
の

た
め
に
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
歩
道
を
歩
い
て
い
て
も

「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
　
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」の
看

板
が
目
に
入
り
ま
す
。

今
年
の
秋
に
は
、
い
よ
い

よ
大
学
の
顔
で
あ
る
図
書
館

の
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。

一
号
館
を
取
り
壊
し
て
建

て
る
の
で
す
が
、一
号
館
は
昭

和
四
十
年
に
建
て
ら
れ
た
松

戸
キ
ャ
ン
パ
ス
初
の
校
舎
で
す
。

そ
れ
か
ら
三
十
九
年
、
大
学

の
成
長
を
見
守
り
そ
の
役
目

を
終
え
て
、
思
い
出
を
秘
め
た

校
舎
は
、
今
消
え
去
り
ま
す
。

そ
の
記
憶
を
消
し
去
る
に

忍
び
ず
、
玄
関
を
飾
っ
て
い

る
利
根
山
光
人
作
陶
板
画

「
若
さ
」を
、
香
和
会
の
ご
協

力
に
よ
り
新
図
書
館
に
飾
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

大
学
は
地
域
へ
の
貢
献
な

し
に
は
存
在
で
き
な
い
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。
聖
徳
大

学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）
昨
年
度
受
講
生

は
、
前
年
度
比
十
六
％
ア
ッ

プ
と
い
う
驚
異
的
増
加
を
示

し
、
教
室
が
狭
い
や
ら
足
り

な
い
や
ら
で
、
嬉
し
い
悲
鳴

を
上
げ
ま
し
た
。

今
年
十
二
月
に
は
、
松
戸

駅
東
口
新
東
京
病
院
傍
に
、

十
四
階
建
て
の
大
学
十
号
館

「
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社
会

貢
献
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ

ン
す
る
の
で
、
教
室
手
狭
や

不
足
の
悩
み
は
解
消
し
、

益
々
発
展
す
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ

ー
は
本
学
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
生
涯
学
習
社
会
に
お
け

る
『
少
子
・
高
齢
社
会
』
の

活
性
化
に
関
す
る
総
合
的
な

研
究
」
が
、
文
部
科
学
省
の

私
立
大
学
学
術
高
度
化
推
進

事
業
に
採
択
さ
れ
た
の
で
、

で
き
ま
し
た
。
聖
徳
大
学
が

全
国
の
生
涯
学
習
機
関
へ
の

発
信
基
地
に
な
る
の
で
す
。

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
七
号
館

正
面
に
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
同
時
取
得
」

の
垂
幕
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
い
う
の
は
、
ス
イ

ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
本
部
を

置
き
国
際
的
な
各
種
の
規
格

を
作
成
す
る
民
間
・
非
営
利
団

体
の
略
称
で
す
。
製
品
の
規

格
か
ら
仕
事
や
管
理
の
あ
り

方
の
規
格
ま
で
手
掛
け
て
い

ま
す
。
私
た
ち
に
関
す
る
規

格
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

が
教
育
の
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
が
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
で
す
。

私
た
ち
の
学
園
は
こ
の
二

つ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
同
時
に
取
得

し
ま
し
た
。
教
育
の
品
質
を

高
め
地
球
環
境
を
守
る
組
織

と
し
て
的
確
で
あ
る
と
認
定

さ
れ
た
の
で
す
が
、
同
時
取

得
は
日
本
の
教
育
機
関
と
し

て
は
初
の
快
挙
で
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
教
育

の
質
方
針
は
建
学
の
精
神

「
和
」を
基
礎
と
し
て
構
築
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
創

立
者
の
築
き
上
げ
た
建
学
の

精
神
と
そ
れ
に
基
づ
く
女
子

教
育
・
幼
児
教
育
が
、
世
界

的
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
登
録
証
は
、
八
号

館
二
階
及
び
各
学
校
に
掲
げ

て
あ
り
ま
す
。
御
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。こ
れ
を
機
に
、

教
育
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

に
更
に
努
め
、
地
球
環
境
を

守
る
た
め
の
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
節
約
、リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
積
極
的
取
組
な
ど
に
心
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
教
育
の
質
方
針
の

具
体
的
施
策
に
は「
教
育
の

プ
ロ
養
成
シ
ス
テ
ム
」を
う

た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
教
員
の
自
己
点
検
自

己
評
価
、学
生
の
授
業
評
価
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
、
各
教
員

が
プ
ロ
を
目
指
し
て
の
自
発

的
努
力
が
要
請
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

自
分
が
ど
の
よ
う
な
教
員

で
あ
る
か
を
反
省
し
な
け
れ

ば
、向
上
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

学
園
は
既
に
事
務
職
員
・

小
中
高
教
員
・
幼
稚
園
教
員

に
対
し
て
「
実
績
振
り
返
り

制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す

が
、
新
年
度
か
ら
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
教
員
に
も
適

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
方
の
行
動
を
抑
制
す

九
十
二
歳
の
ご
高
齢
で
、

今
な
お
か
く
し
ゃ
く
と
し
て

多
方
面
に
ご
活
躍
の
日
野
原

重
明
先
生
に
ご
無
理
を
お
願

い
し
、
去
る
三
月
二
日（
火
）

の
午
後
二
時
か
ら
、
標
記
の

七
十
周
年
・
主
題
「
心
の
時

代
を
き
り
拓
く
た
め
に
」の

第
一
回
記
念
講
演
会
が
、
本

学
川
並
香
順
記
念
講
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

二
部
構
成
で
、
第
一
部
は

日
野
原
先
生
の「
ハ
ー
モ
ニ

ー（
和
）の
サ
イ
エ
ン
ス
と
ア

ー
ト
」と
題
す
る
約
一
時
間

の
ご
講
演
、
第
二
部
は
先
生

を
中
心
に
、
白
鳥
元
雄
先
生

（
本
学
の
児
童
学
科
教
授
）

と
村
井
靖
児
先
生
（
本
学
の

音
楽
文
化
学
科
教
授
）
を
交

え
た
約
一
時
間
の
鼎
談
で
、

日
野
原
先
生
か
ら
更
に
い
ろ

い
ろ
と
貴
重
な
お
話
を
抽
き

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
な
盛
況
で
、
外
来
者
八

百
五
十
名
を
含
め
て
約
二
千

二
百
名
が
出
席
、
講
堂
に
入

り
切
れ
な
い
学
生
約
八
百
名

に
は
、
七
三
〇
一
大
教
室
の
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理事長・学園長・学長 川並　弘昭

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念
講
演
会

聖
路
加
国
際
病
院
理
事
長
・
名
誉
院
長

日
野
原
重
明
先
生
講
演

学
園
に
溢
れ
た
美
と
知
の
感
動

幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で

さ
ら
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
を

二
つ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
同
時
取
得
の
快
挙

教
育
の
プ
ロ
養
成
の
シ
ス
テ
ム

る
も
の
で
は
な
く
、
研
究
・

教
育
・
管
理
運
営
の
優
れ
た

実
績
を
、
そ
れ
相
当
に
評
価

す
る
と
こ
ろ
に
目
的
が
あ
り

ま
す
。
青
色
ダ
イ
オ
ー
ド
発

明
の
対
価
が
二
百
億
円
と
評

価
さ
れ
る
競
争
の
時
代
な
の

で
す
か
ら
。

遠
く
は
中
東
問
題
、
近
く

は
北
朝
鮮
問
題
、
日
々
報
じ

ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
に
、
国
際
社

会
の
中
で
ど
う
生
き
る
か
の

選
択
を
否
応
な
く
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
社
会

環
境
に
お
い
て
も
、
人
間
の

幸
せ
を
築
き
支
え
る
大
き
な

力
は
女
性
で
す
。
混
迷
す
る

時
代
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
将

来
を
担
う
女
性
教
育
の
大
切

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

教
職
員
・
事
務
職
員
・
学

生
・
生
徒
・
児
童
・
園
児
・

各
後
援
会
・
同
窓
会
、
そ
れ

ぞ
れ
立
場
は
異
な
り
ま
す

が
、
学
園
人
一
丸
と
な
っ
て
、

次
な
る
五
年
目
、
十
年
目
へ

の
構
想
を
立
て
、
そ
れ
を
実

行
に
移
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
年
度
も
、
皆
様
方
の
ご

理
解
ご
協
力
を
、
切
に
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。

複
雑
な
国
際
情
勢
の
中
に
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∽
∽
∽
∽
∽
∽
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∽
∽

―
有
意
義
か
つ
盛
況
裡
に
開
催
―
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第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と

本
格
的
な
少
子
化
の
端
境
期

で
、
こ
こ
数
年
安
定
し
て
い

た
十
八
歳
人
口
は
、
本
年
度

再
び
減
少
期
に
入
り
、
前
年

を
五
万
五
千
人
下
回
る
百
四

十
一
万
一
千
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
い
よ
い
よ
大
学
の
学

生
募
集
に
と
っ
て
厳
し
い
時

代
の
到
来
で
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
、
本
学
の
特
徴
や
魅
力
を

伝
え
、
体
感
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
が
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
が
、
昨

年
度
も
前
々
年
度
を
上
回
る

五
千
五
百
名
の
受
験
生
と
、

二
千
五
百
名
の
保
護
者
の

方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一

日
か
ら
合
計
十
五
回
に
渡
っ

て
開
催
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
各
回
ご
と
に
テ
ー
マ

を
設
定
し
何
度
参
加
さ
れ
て

も
そ
の
都
度
新
し
い
情
報
に

触
れ
、
新
鮮
な
体
験
が
で
き

る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
受
験
生

の
皆
さ
ん
が
複
数
回
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
一
番

多
い
方
は
、
ナ
ン
ト
十
一
回

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

三
月
二
十
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

昨
年
は
八
〇
〇
〇
名
が
参
加
し
賑
わ
う

と
い
う
回
数
で
し

た
。
も
う
入
学
試
験

ナ
シ
で
合
格
と
し
た

い
く
ら
い
の
熱
心
さ

と
い
え
ま
す
。

参
加
受
験
生
が
多

い
の
は
や
は
り
夏
休

み
中
で
、
こ
の
期
間

は
毎
回
千
名
を
越
え

る
参
加
者
と
な
り
ま

す
。
模
擬
授
業
を
開

催
し
た
り
、
学
食
を

体
験
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
内
容
も
盛
り

だ
く
さ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
形
で

昨
年
度
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
二
月

十
四
日
を
最
後
に
無

事
終
了
い
た
し
ま
し

た
が
、
参
加
者
の
半

数
弱
の
方
々
が
受
験

を
さ
れ
る
大
変
重
要

な
催
し
で
す
か
ら
、

本
年
度
さ
ら
に
魅
力

ア
ッ
プ
し
て
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
三
月

二
十
一
日
を
皮
切
り

に
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽
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ホ
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大
ホ
ー
ル
に
て
開
催

聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

二
月
に
し
て
は
と
て
も
暖

か
い
土
曜
日
、
二
十
一
日
の

午
後
、
東
京
の
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
で「
聖
徳
学
園
創
立

七
十
周
年
記
念
」の
吹
奏
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

学
園
合
同
の
吹
奏
楽
コ
ン

サ
ー
ト
で
、
初
の
学
園
外
の

公
演
、
然
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
の
殿
堂
で
あ
る
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー

ル
は
満
席
に
な
り
ま
し
た
。

高
円
宮
妃
殿
下
が
学
園
長

御
夫
妻
と
お
揃
い
で
お
成
り

い
た
だ
き
、
大
学
吹
奏
楽
研

究
会
が
国
歌
を
演
奏
し
、
コ

ン
サ
ー
ト
の
幕
開
け
に
な
り

ま
し
た
。

続
い
て
大
学
の
演
奏
で
、

山
本
真
先
生
の
指
揮
で
、
シ

ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の「
祝

典
序
曲
」と
、
ホ
ル
ス
ト
の

惑
星
が
奏
さ
れ
、
大
学
ら
し

い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
落

ち
着
い
た
演
奏
で
し
た
。

大
学
生
の
司
会
で
進
行
さ

れ
、
次
は
檜
貝
道
郎
先
生
指

揮
の
附
属
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
ク
ラ
ブ
と
、
二
百
十
名

か
ら
な
る
合
唱
団
の
出
演
で

す
。
檜
貝
道
郎
先
生
作
曲
の

「
グ
ロ
リ
ア
！
」、
木
科
洋
子

作
「
あ
り
が
と
う
」、
宮
沢
和

史
作
「
風
に
な
り
た
い
」を
、

と
て
も
元
気
な
声
で
、
ホ
ー

ル
一
杯
に
響
き
わ
た
り
ま
し

た
。
打
楽
器
の
末
端
の
生
徒

ま
で
、
音
楽
を
や
っ
て
い
る

と
い
う
感
じ
が
、
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

続
い
て
、
進
藤
初
男
先
生

指
揮
の
附
属
中
高
音
楽
部
吹

奏
楽
編
成
の
演
奏
で
す
。
五

十
余
名
の
人
数
で
す
が
、
非

常
に
良
く
ま
と
ま
っ
た
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
で
、
ヨ
ハ
ン
・
デ
＝

メ
イ
の「
指
輪
物
語
」、
ヤ

ン
・
ヴ
ァ
ン
＝
デ
ル
＝
ロ
ー

ス
ト
の「
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
・
コ

ラ
ー
ル
」、
間
宮
芳
生
の「
三

色
草
子
よ
り
う
ぐ
い
す
」、

ラ
ヴ
ェ
ル
の「
マ
・
メ
ー
ル
・

ロ
ワ
よ
り
」と
か
、
久
石
壌

の「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」ほ

か
の
ア
ニ
メ
メ
ド
レ
ー
を
披

露
し
ま
し
た
。「
う
ぐ
い
す
」

の
部
員
に
よ
る
合
唱
は
素
晴

ら
し
く
、
多
く
の
人
に
感
銘

を
与
え
ま
し
た
。

休
憩
の
後
は
、
附
属
聖
徳

中
高
吹
奏
楽
部
に
よ
る
、
約

八
十
名
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で

す
。
井
後
基
博
先
生
指
揮
、

リ
ー
ド
の「
ア
レ
ル
ヤ
！
ラ

ウ
ダ
ム
ス
・
テ
」に
続
い
て
、

喜
納
昌
吉
の「
花
」、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
に
出
場
す
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
と
弦
バ
ス
に
よ
る「
八
つ

の
ロ
シ
ア
民
謡
よ
り
」、
最

後
に「
坂
本
九
メ
モ
リ
ア
ル
」

と
し
て
六
曲
の
メ
ド
レ
ー

を
、
様
々
に
工
夫
さ
れ
た
動

き
の
演
出
が
あ
り
、
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
の

「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星

を
」は
、
ス
テ
ー
ジ
が
暗
く

な
り
、
奏
者
が
星
の
形
に
な

り「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
く

と
、
会
場
か
ら
感
嘆
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
合
同

演
奏
で
す
。
エ
ル
ガ
ー
の

「
威
風
堂
々
」に
、
小
中
高
大

の
部
員
に
よ
る
合
唱
が
加
わ

り
、
中
田
喜
直
の「
学
園
歌
」

を
私
に
振
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
感
激
的
な
コ
ン
サ
ー
ト

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
な
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ル
一
杯
に
歌
声
が

響
き
わ
た
る
時
、
私
は
学
園

が
一
体
に
な
っ
た
幸
福
感
に

ひ
た
り
ま
し
た
。

↑

前
頁
か
ら
続
く

テ
レ
ビ
中
継
で
我
慢
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

病
そ
の
も
の
を
客
観
的
か

つ
冷
静
に
見
つ
め
る〈
科
学
〉

に
対
し
て
、
ア
ー
ト
は
患
者

さ
ん
の
心
に
繊
細
な
感
性
で

触
れ
よ
う
と
す
る〈
技
〉だ
と

述
べ
ら
れ
、
そ
の
重
要
性
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は

私
た
ち
が
幼
い
頃
、
熱
の
あ

る
額
に
手
を
当
て
て
も
ら
う

だ
け
で
何
か
気
持
が
楽
に
な

っ
た
あ
の
母
親
の
手
に
も
通

ず
る
も
の
の
よ
う
で
す
。
科

学
全
盛
の
時
代
に
、
科
学
の

最
先
端
で
ご
活
躍
の
先
生

が
、
科
学
は
決
し
て
万
能
で

な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
に
、
深
い
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

二
十
世
紀
が
科
学
・
技
術

の
時
代
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

二
十
一
世
紀
は
そ
れ
と
併
せ

て
、
そ
こ
で
は
見
落
と
し
て

き
た
大
事
な
も
の
に
気
づ
い

て
い
く
時
代
で
、
日
野
原
先

生
の
ご
指
摘
は
、
冒
頭
の
主

題
に
対
す
る
優
れ
た
問
題
提

起
だ
と
思
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
代
表

大
学
人
文
学
部
音
楽
文
化
学
科
　
教
授

似
鳥
　
健
彦

三
月
七
日（
日
）に
行
わ
れ

た
専
門
学
校
の
卒
業
式
を
皮

切
り
に
、
聖
徳
中
高（
三
月

九
日
）、
附
属
中
高（
三
月
十

日
）、附
属
小（
三
月
十
一
日
）、

大
学
院
・
大
学（
三
月
十
二

日
）、
短
期
大
学
部（
三
月
十

三
日
）、
附
属
幼
稚
園（
三
月

十
六
日
）、
三
田
幼
稚
園（
三

月
十
七
日
）、
附
属
第
二
幼

稚
園（
三
月
十
七
日
）、
八
王

子
中
央
幼
稚
園（
三
月
十
八

日
）、
附
属
第
三
幼
稚
園（
三

月
十
八
日
）、
多
摩
中
央
幼

稚
園（
三
月
十
九
日
）と
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
数
の
内
訳
は
大
学
院
九

十
九
名
、
大
学
七
百
四
十
五

名
、
短
期
大
学
部
九
百
八
十

四
名
、専
攻
科
五
十
五
名
、専
門

学
校
百
八
十
名
、
高
等
学
校

四
百
九
十
三
名
、
中
学
校
百

三
十
四
名
、
小
学
校
七
十
五

名
、
幼
稚
園
五
百
七
十
九
名
。

合
計
三
千
三
百
四
十
四
名

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸

に
新
た
な
活
躍
の
場
へ
と
元

気
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

聖
徳
学
園
の
七
番
目
の
幼

稚
園
と
し
て
千
葉
県
浦
安
市

に
聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚

園
が
い
よ
い
よ
開
園
い
た
し

ま
す
。

昨
年
八
月
八
日
に
地
鎮
祭

が
行
わ
れ
、
本
年
三
月
二
十

四
日
に
竣
工
式
、
そ
し
て
二

十
七
日
に
は
初
め
て
幼
稚
園

に
園
児
や
保
護
者
の
方
々
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
く
「
親
と

子
の
つ
ど
い
」、
そ
し
て
い

よ
い
よ
四
月
七
日
に
は
二
百

十
余
名
の
園
児
達
を
迎
え
、

開
園
式
、
並
び
に
第
一
回
の

入
園
式
を
開
催
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

学
園
創
立
か
ら
七
十
年
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た「
和
」

の
建
学
の
精
神
を
礎
と
し
て

新
た
な
出
発
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
卒
業
式
、
卒
園
式
、

保
育
証
書
授
与
式
が
終
了

三
千
三
百
四
十
四
人
が
巣
立
つ

迫力ある小中高大の合同演奏

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

OOOOO

OOOOO

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

い
よ
い
よ
　
開
園
！！

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

満席の会場（昨年度） 案内誘導の学生スタッフ

（
聖
徳
大
学
人
文
学
部
長
　

佐
藤
三
郎
）
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視
聴
者
参
加
型
ト
ー
ク
番

組
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ「
ア
ク

セ
ス
」の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
始

め
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
は
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
タ
レ
ン
ト

の
蓮
舫
さ
ん
に
よ
る
文
化
講

演
会
が
十
二
月
十
八
日
、

川
並
香
順
記
念
講
堂
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
幼
稚
園
に
通
う

双
子
の
母
親
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
育
児
の
体
験
談

や
母
親
、
主
婦
の
視
点
か

ら
み
た
日
本
の
経
済
状

況
、
社
会
問
題
、
青
少
年

犯
罪
な
ど
幅
広
い
分
野
の

話
題
を『
女
性
の
生
き
方
』

〜
自
分
な
り
の
工
夫
〜
と

い
う
テ
ー
マ
に
添
っ
て
、

卒
業
を
し
て
こ
れ
か
ら
社

会
へ
巣
立
と
う
と
す
る
学

生
達
や
、
就
職
活
動
を
開
始

す
る
学
生
達
に
向
け
、
お
話

を
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
達
も
真
剣
に
蓮
舫
さ

ん
の
話
に
耳
を
傾
け
講
演
終

了
後
、
学
生
か
ら
は
盛
ん
に

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
文
化
講
演
会

講
師
　
蓮れ

ん

舫ほ
う

氏
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本
学
協
定
校
ミ
ル
ズ
・
カ

レ
ッ
ジ
よ
り
講
師
を
お
迎
え

し
て
、
保
育
科
主
催
に
よ
る

第
二
回
、
第
三
回
の
七
十
周

年
記
念
連
続
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
二
回
は
一
月
九
日（
金
）、

同
校
教
育
学
部
長
　
ジ
ェ
イ

ン
・
ボ
イ
ヤ
ー
先
生
に
よ
る
、

「
ア
メ
リ
カ
の
幼
児
教
育
―

動
向
と
課
題
」を
テ
ー
マ
に

ア
メ
リ
カ
の
幼
児
教
育
の
現

状
や
改
善
す
べ
き
問
題
点
、

お
よ
び
ミ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
に

お
け
る
保
育
者
の
養
成
に
つ

い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
の
中
で
ボ
イ
ヤ
ー

先
生
は
、
文
化
や
国
境
を
越

え
、明
日
の
保
育
者
の
育
成
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
同
じ
教
育
者
と
し
て
お
互

い
の
現
場
か
ら
学
び
、
協
力

し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
は
一
月
十
六
日

（
金
）、
同
校
教
育
学
部
教

員
・
附
属
学
校
就
学
前
部
年

少
児
ク
ラ
ス
担
任
　
ク
リ
ス

テ
ィ
ン
・
ケ
イ
ス
先
生
に
よ

る
、「
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
・
ス
ク

ー
ル
―
子
ど
も
と
大
人
の
学

び
の
共
同
体
」を
テ
ー
マ
に
、

ミ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
の
保

育
者
養
成
、
そ
し
て
附
属
学

校
で
展
開
さ
れ
て
い
る
保
育

活
動
に
つ
い
て
の
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
十

年
近
く
に
わ
た
っ
て
保
育
の

現
場
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

ケ
イ
ス
先
生
は
ド
イ
ツ
出
身

で
あ
る
こ
と
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
現

状
に
も
詳
し
く
、
他
国
の
実

践
か
ら
学
び
、
そ
れ
を
保
育

に
い
か
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
イ
ス
先
生
は
日
常
の
保
育

の
中
でself-reflection

（
自

ら
を
省
み
る
こ
と
）を
大
事

に
し
て
お
り
、「
幼
児
教
育
と

い
う
共
通
の
基
盤
を
持
つ
私

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に

お
け
る
保
育
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
お
互
い
の
保
育
を
省
み

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と
の

期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な

機
会
を
通
し
て
、
本
学
の
国

際
交
流
が
進
展
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

〜
講
師
紹
介
〜

ジ
ェ
イ
ン
・
ボ
イ
ヤ
ー
先
生

一
九
五
六
年
マ
イ
ア
ミ
大

学
を
卒
業（
教
育
学
）。
一
九

七
二
年
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
て
修

士
課
程
を
修
了
後
、
一
九
七

五
年
に
教
育
学
博
士
号
を
取

得
し
、
ミ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ

の
教
授
に
就
任
。
一
九
八
五

年
よ
り
教
育
学
部
長
を
務
め

る
。
教
師
教
育
な
ら
び
に
理

科
教
育
を
専
門
と
し
、
一
九

九
三
年
か
ら
十
年
間
に
わ
た

り
連
邦
科
学
基
金
の
助
成
を

受
け
、
小
学
校
に
お
け
る
理

科
教
育
改
善
の
た
め
の
教
師

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に

携
わ
る
。
同
基
金
の
助
成
の

も
と
、
女
性
と
科
学
技
術
を

テ
ー
マ
に
し
た
研
究
も
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
本
学
保
育

科
　
椨
瑞
希
子
助
教
授
と
の

共
同
研
究
、「
就
学
前
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
日
米
共
同

探
求
」が
行
わ
れ
て
い
る
。

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ケ
イ
ス
先
生

ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
出

身
。一
九
七
〇
年
に
渡
米
し
、

学
士（
心
理
学
）を
取
得
後
、

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー

バ
イ
ン
校
に
て
修
士
課
程
修

了（
幼
児
教
育
学
）。
一
九
八

七
年
よ
り
ミ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ

ジ
教
育
学
部
教
員
お
よ
び
附

属
学
校
教
員
と
し
て
主
に
年

少
児
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い

る
ほ
か
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
も
非
常

勤
講
師（
保
育
学
）を
務
め
て

い
る
。

〜
・
〜
・
〜

聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

短
期
大
学
部
保
育
科
主
催
連
続
講
演
会
開
催
！！
―
第
二
、
第
三
回
講
演
―

本
学
協
定
校
ミ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ（
ア
メ
リ
カ
・
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）よ
り
講
師
を
お
迎
え
し
て

講演するボイヤー先生（左から2番目）

講演するケイス先生

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

こ
の
度
、
三
月
二
日
、
音

楽
文
化
学
科
教
授
の
村
井
靖

児
先
生
著『
音
楽
療
法
を
語

る
―
精
神
医
学
か
ら
見
た
音

楽
と
心
の
関
係
―
』（
上
製

本
・
四
六
判
・
定
価
二
一
〇
〇

円
）が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
出
版
会
が
正
式
に

発
足
し
て
初
め
て
刊
行
し
た

書
籍
で
す
。

本
書
は
村
井
先
生
の
長
年

に
渡
る
音
楽
療
法
の
研
究
を

基
に
し
、
専
門
的
で
あ
り
な

が
ら
一
般
の
読
者
に
も
わ
か

り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
音
楽
療
法
は
心
身

の
病
理
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
、

音
楽
は
な
ぜ
心
を
癒
す
の
か

と
い
っ
た
、
心
と
音
楽
の
関

係
を
解
き
明
か
し
て
お
り
ま

す
。
先
生
が
普
段
行
っ
て
お

ら
れ
る
診
療
や
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
の
患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り

に
お
い
て
体
験
さ
れ
た
こ

と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
感
じ
取

っ
た
心
の
問
題
、
音
楽
が
心

に
作
用
す
る
効
果
な
ど
を
語

っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
音

楽
療
法
士
を
目
指
す
方
、
既

に
音
楽
療
法
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
方
、心
身
の
病
を
改
善

し
た
い
と
お
考
え
の
方
に
お

薦
め
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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聖
徳
大
学
出
版
会

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

初
刊
行

本
書
の
購
入
に
関
し
ま
し
て
は
、聖
徳
大
学
出
版
会
に
て
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
ご
注
文
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、注
文
日
・
著
作
名
・
書
名
・
冊
数
・

ご
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
郵
便
番
号
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
う
え
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◎ご注文・お問い合わせは聖徳大学出版会まで
〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬550
TEL.047-365-1111（大代表）内線3961
FAX.047-363-1401
E-mail:shuppan@seitoku.ac.jp

昨
年
四
月
一
日
よ
り
本
学

園
は
全
国
の
教
育
機
関
に
先

駆
け
て
、
学
園
内
全
面
禁
煙

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
大
学
で
は
学
生
の
健
康
を

第
一
に
考
え
禁
煙
教
育
を
行

っ
て
お
り
、
創
立
以
来
学
内

外
を
問
わ
ず
喫
煙
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
喫
煙
を

し
て
い
た
教
職
員
も
こ
れ
を

機
会
に
禁
煙
を
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
完
全
に
は
や
め
ら

れ
な
い
が
、
本
数
が
減
っ
た

と
い
う
声
が
あ
が
り
、
健
康

に
対
す
る
意
識
が
徐
々
に
で

す
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
来
校
さ
れ
る
お

客
様
に
も
禁
煙
を
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
普
段

喫
煙
を
さ
れ
る
お
客
様
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
非
常
に

綺
麗
で
清
潔
な
感
じ
が
す
る

と
お
褒
め
の
こ
と
ば
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

健
康
増
進
法
の
施
行
を
受

け
て
、
各
鉄
道
会
社
駅
構
内

で
の
全
面
禁
煙
実
施
や
公
共

の
施
設
で
の
禁
煙
が
多
く
な

っ
て
い
る
中
、
他
大
学
で
も

キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙
を

決
め
た
学
校
が
こ
こ
の
と
こ

ろ
増
え
て
、
各
新
聞
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
目
立

ち
ま
す
。
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学
園
全
面
禁
煙
か
ら
一
年
経
過

―
他
大
学
を
始
め
と
す
る
教
育
施
設
で
も
禁
煙
化
進
む
―

『
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
食

文
化
は
ど
う
違
う
の
か
？
』

を
探
る
私
達
の
海
外
研
修
旅

行（
第
一
班
）は
二
月
十
六
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は

海
外
旅
行
の
経
験
は
あ
り
ま

し
た
が
、
十
泊
十
二
日
で
ア

メ
リ
カ
西
海
岸
と
ハ
ワ
イ
を

巡
る
長
旅
は
初
め
て
で
、
期

待
と
不
安
を
胸
に
何
日
も
準

備
を
し
ま
し
た
。

私
達
は
旅
行
中
、
十
日
間

の
食
事
記
録
を
つ
け
ま
し

た
。
出
て
く
る
食
べ
物
は
巨

大
で
、
両
手
で
抱
え
る
ラ
ッ

プ
サ
ン
ド
や
三
人
で
も
分
け

ら
れ
る
よ
う
な
ビ
ー
フ
ス
テ

ー
キ
を
食
べ
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
と
日
本
で
は
、
人
の
体

型
や
習
慣
が
異
な
る
け
れ
ど

も
、
目
標
と
す
る
一
日
の
栄

養
所
要
量
は
あ
ま
り
変
わ
ら

ず
、
健
康
や
栄
養
に
対
す
る

ア
メ
リ
カ
人
の
関
心
も
高
い

の
で
す
。
し
か
し
実
生
活
で

は
、
過
食
と
肥
満
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
生

産
者
も
消
費
者
も「
得
を
し

た
い
。」と
い
う
心
理
か
ら
矛

盾
が
生
じ
、
な
か
な
か
改
善

さ
れ
な
い
現
状
が
あ
る
そ
う

で
す
。
そ
の
反
省
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
が

登
場
し
て
い
ま
す
。
糖
質
を

減
ら
し
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く

摂
取
す
る
ア
ト
キ
ン
ス
ダ
イ

エ
ッ
ト
や
、
タ
ロ
イ
モ
ダ
イ

エ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、興
味
深
く
聞
き
ま
し
た
。

滞
在
中
、
西
海
岸
で
は
珍

し
く
雨
ば
か
り
で
し
た
が
、

見
学
地
へ
到
着
す
る
と
雨
が

や
止
み
、
ト
レ
ジ
ャ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
の
美
し
い
夜
景
や
霧

の
な
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
を
臨
む
こ
と
が
で

き
、
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

私
は
研
修
中
に
二
十
歳
に

な
り
ま
し
た
。
大
人
の
第
一

歩
と
な
る
日
を
、
突
然
先
生

と
大
勢
の
友
達
が
祝
っ
て
く

れ
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
ま
せ

ん
。
こ
ん
な
に
大
き
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
家

族
と
周
り
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学部生活文化学科

海外研修報告

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ハ
ワ
イ
を
巡
っ
て

人
文
学
部
生
活
文
化
学
科

管
理
栄
養
士
専
攻

二
年
Ｃ
ク
ラ
ス

藤
本
　
潤
子
さ
ん
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∽
∽
∽
∽
∽
∽
∽
∽
∽
∽
∽
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ユニバーサルスタジオの厨房にて

ハワイ カメハメハ大王像の前で友人と（前列左側が藤本さん）
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●
通
信
教
育
部

十
六
年
度
四
月
生

願
書
受
付
中

《
五
月
十
日
ま
で
》

年
々
入
学
者
が
増
加
す
る

通
信
教
育
部
の
新
年
度
願
書

受
付
が
、
一
月
二
十
日
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
月

二
十
九
日
に
は
大
学
院
の
前

期
課
程
Ａ
日
程
入
試
が
実
施

さ
れ
、
既
に
合
格
者
全
員
の

入
学
手
続
き
も
完
了
し
て
い

ま
す
。

大
学
人
文
学
部
で
は
、
昨

年
度
よ
り
三
年
次
編
入
学
の

募
集
も
ス
タ
ー
ト
し
、
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

既
に
大
学
、
短
大
な
ど
を
卒

業
さ
れ
た
社
会
人
で
、
教
員

免
許
状
や
、
保
育
士
、
社
会

福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士

な
ど
の
国
家
資
格
取
得
の
た

め
、
あ
る
い
は
自
身
の
教
養

の
た
め
な
ど
、
自
分
を
高
め

る
た
め
に
入
学
を
希
望
す
る

人
が
多
い
か
ら
で
す
。

そ
の
学
習
ス
タ
イ
ル
も
、

三
年
次
編
入
学
以
外
に
、
教

員
免
許
状
の
必
要
科
目
だ
け

を
履
修
す
る
課
程
正
科
生
、

一
科
目
か
ら
履
修
で
き
る
科

目
等
履
修
生
と
各
自
の
目
的

に
合
わ
せ
て
選
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

短
期
大
学
部
保
育
科
は
長

い
伝
統
と
東
日
本
地
区
で
唯

一
と
な
る
、
通
信
教
育
に
よ

る
保
育
士
養
成
校
で
す
。
ま

た
科
目
等
履
修
生
と
し
て
司

書
資
格
が
取
得
で
き
る「
図

書
館
司
書
課
程
」は
、
教
育

訓
練
給
付
制
度
厚
生
労
働
大

臣
指
定
講
座
と
な
っ
て
い
ま

す
。通

信
教
育
部
で
は
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
、
年
齢
は
十

代
か
ら
七
十
代
ま
で
と
、
実

に
様
々
な
学
生
が
学
ん
で
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
周
り
に
も

学
び
の
場
を
探
し
て
い
る
方

が
い
た
ら
、
聖
徳
の
通
信
教

育
を
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

車内広告に使われたポスター

本
学
通
信
教
育
部
の
大
き

な
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
卒

業
見
込
み
者
を
対
象
と
し
た

「
卒
業
総
合
面
接
」が
、
去
る

二
月
十
三
日
よ
り
二
泊
三
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
富
士
見
寮

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
で
学

び
、ス
ク
ー
リ
ン

グ
や
実
習
な
ど

を
経
て
、
今
春

の
卒
業
が
見
込

ま
れ
る
四
十
七

名
が
出
席
し
ま

し
た
。松
島

鈞

副
学
長
、
野
原

八
千
代
通
信
教

育
部
保
育
科
長

ら
の
先
生
方
か

ら
の
講
話
、
講

義
を
受
け
、
受

講
し
た
学
生
達

も
貴
重
な
生
の

声
に
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
最
終
日
は
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
参
加
者
の
学
習

の
苦
労
や
、
そ
れ
を
克
服
し

た
自
信
に
溢
れ
る
話
が
全
員

か
ら
披
露
さ
れ
、
和
や
か
な

中
に
も
お
互
い
を
称
え
あ
い

つ
つ
、談
笑
が
続
き
ま
し
た
。卒業総合面接にて

●
短
期
大
学
部
通
信
教
育
部
保
育
科

第
五
十
九
回
卒
業
総
合
面
接
開
催

本
学
人
文
学
部
通
信
教
育

部
と
立
命
館
大
学（
京
都
市
）

と
の
間
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
た
小
学
校
教
諭
免
許
状

取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
ほ
ぼ
そ
の
内
容
が
ま
と

ま
り
、
本
年
四
月
よ
り
実
施

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
立
命
館
大
学
で
は
、
小

学
校
教
諭
の
養
成
課
程
を
有

し
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま

で
は
、
小
学
校
教
員
資
格
認

定
試
験
を
受
験
し
、
合
格
し

な
け
れ
ば
小
学
校
教
諭
免
許

状
の
取
得
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
同
大
学
に
在
学
中
の

学
生
が
、
本
学
通
信
教
育
部

の
科
目
等
履
修
生
と
し
て
、

小
学
校
教
諭
免
許
状
に
係
る

本
学
の
開
講
科
目
を
履
修
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
免
許
の
申

請
が
可
能
と
な
る
も
の
で
す
。

立
命
館
大
学
に
お
い
て
、

中
学
校
教
諭
の
免
許
課
程
を

履
修
し
て
い
る
学
生
（
一
部

大
学
院
生
も
含
ま
れ
る
）
を

対
象
に
、
三
年
間
の
標
準
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
毎
年

五
十
名
程
度
を
受
け
入
れ
、

面
接
授
業（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）、

科
目
終
了
試
験
等
も
同
大
学

で
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
通
信
教
育
の
学

習
形
態
を
活
か
し
た
新
た
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
注
目

が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

通
信
教
育
学
習
形
態
の
新
プ
ロ
グ
ラ
ム

立
命
館
大
学
と
の
小
学
校
教
諭
免
許
状

取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

中
学
、
高
校
、
大
学
と
英

語
を
学
ぶ
年
数
は
多
い
が
、

ど
う
も
日
本
人
は
英
語
が
不

得
意
な
人
が
多
い
と
言
わ
れ

て
久
し
い
。
な
ぜ
不
得
意
な

の
か
？
　
日
本
語
に
な
い
発

音
が
英
語
に
あ
る
か
ら
、
英

語
を
話
す
環
境
が
一
般
に
な

い
か
ら
な
ど
諸
説
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
い
。
こ
う
し
た
問

に
言
語
学
の
分
野
か
ら
大
学

人
文
学
部
外
国
語
学
科
　
島

岡
丘
教
授
に
尋
ね
ま
し
た
。

『
日
本
人
は
国
際
会
議
の

重
要
な
舞
台
で
英
語
を
ろ
く

に
喋
ら
な
い
と
い
う
指
摘
は

も
と
駐
日
大
使
で
あ
っ
た
故

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
氏
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
一
九
六
九
年
に
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
で
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

氏
と
話
し
合
っ
た
と
き
、
日

本
人
は
ま
だ「L

inguistic

鎖
国
」で
あ
る
と
言
わ
れ
た
の

で
、
同
行
し
た
熊
本
大
教
授

の
福
田
昇
八
氏
と「Linguis-

tic

開
国
」を
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。
い
ま
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
授
業
補
助
者
）が
全

国
に
数
千
人
の
規
模
で
働
い

て
い
ま
す
が
、
役
立
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

絶
対
に
必
要
な
の
は
、「
物

真
似
方
式
」で
教
わ
る
の
で
は

な
く
、
自
ら「
学
ぶ
」と
い
う

気
持
ち
で
す
。
日
本
語
と
英

語
と
ど
こ
が
違
っ
て
お
り
、

ど
こ
が
共
通
し
て
い
る
の
か

を
自
ら
が
発
見
す
る
気
概
を

持
つ
こ
と
で
す
。
英
語
の
学

習
の
最
大
の
難
関
は
綴
り
字

が
発
音
と
合
致
し
て
い
な
い

点
だ
と
思
い
ま
す
。
綴
り
字

を
見
て
何
と
な
く
発
音
し
て

い
る
学
生
は
最
後
ま
で
発
音

に
自
信
が
持
て
ず
、
意
味
理

解
だ
け
に
傾
き
、
音
読
も
要

約
も
自
己
表
現
も
不
十
分
に

な
り
ま
す
。
そ
の
解
決
策
は

次
の
三
本
立
て
で
す
。
①
英

語
で
日
誌（
日
記
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）を
つ
け
、国
の
内
外
の

出
来
事
と
自
分
の
コ
メ
ン
ト

や
感
想
を
書
く
こ
と
、
②
発

音
記
号（
ま
だ
自
信
が
な
け
れ

ば
島
岡
式
近
似
カ
ナ
も
可
）が

使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、

③
英
英
辞
典（
英
英
和
辞
典
も

有
効
）を
使
い
、
新
語
句
の
発

音
と
定
義
を
自
然
な
英
語
で

駆
使
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
、
以
上
で
す
。』

同
様
の
内
容
は
月
刊
誌

『
ケ
イ
コ
と
マ
ナ
ブ
Ｅ
Ｎ
Ｇ

Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
』（
発
行：

（
株
）リ

ク
ル
ー
ト
）で
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
島
岡
先
生
は
五
月

か
ら
『
自
信
が
つ
く
英
語
発

音
』
の
Ｓ
Ｏ
Ａ
公
開
講
座
を

担
当
さ
れ
ま
す
。
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第
七
十
四
回

読
売
新
人
演
奏
会
出
演
決
定

音
楽
文
化
学
科
器
楽
コ
ー
ス（
ピ
ア
ノ
）卒

岸
田
　
綾
子
さ
ん

本
学
留
学
生

黄
　
梅
江
さ
ん

松
戸
市
外
国
人
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞

今
年
で
第
七
十
四
回
を
迎

え
る
読
売
新
聞
社
主
催「
読

売
新
人
演
奏
会
」に
音
楽
文

化
学
科
　
器
楽
コ
ー
ス（
ピ

ア
ノ
）卒
業
岸
田
綾
子
さ
ん

の
出
演
が
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

開
催
日：

平
成
十
六
年
五
月

四
日（
火
・
祝
）・
五
日（
水
・
祝
）

会
　
場：

東
京
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

演
奏
曲
目：

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
五
番
よ
り

（
ピ
ア
ノ
独
奏
）

（
岸
田
さ
ん
の
出
演
は

四
日
夜
の
部
の
予
定
）

【
読
売
新
人
演
奏
会
】

読
売
新
聞
社
が
主
催
す
る

音
楽
大
学
卒
業
年
次
生
の
演

奏
会
。

一
九
三
〇
年
に
始
ま
り
七

〇
有
余
年
の
歴
史
を
も
つ
国

内
で
最
も
古
い
伝
統
と
実
績

を
誇
り
、
音
楽
大
学
で
専
門

教
育
を
受
け
た
人
た
ち
の
登

竜
門
で
あ
り
、
各
音
楽
大
学

の
首
席
卒
業
者
が
推
薦
を
う

け
出
演
で
き
る
最
も
権
威
あ

る
新
人
演
奏
会
で
あ
る
。

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
鮫
島
有

美
子
さ
ん
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
の
大
谷
康
子
さ
ん
ら
著
名

な
音
楽
家
の
多
く
が
新
人
時

代
に
出
演
し
て
い
る
。

五
月
四
・
五
日
に
東
京
文

化
会
館
で
行
な
わ
れ
る
本
年

度
演
奏
会
で
第
七
十
四
回
と

な
り
、
演
奏
家
の
演
奏
者
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
に
は
必
ず
出
演

実
績
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

去
る
二
月
二
十
一
日（
土
）、

（
財
）松
戸
市
国
際
交
流
協
会

（
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ａ
）に
よ
る
第
十
二

回
外
国
人
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
が
松
戸
市
民
劇

場
で
開
か
れ
、
本
学
大
学
院

言
語
文
化
研
究
科
博
士
後
期

課
程
英
米
文
化
専
攻
三
年
黄

梅
紅
さ
ん
が
市
長
賞
、
理
事

長
賞
に
次
ぐ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
で
研
究
活
動

に
従
事
す
る
留
学
生
に
与
え

ら
れ
る
賞
で
す
。「
日
本
で

得
た
知
識
を
生
か
す
―
日
中

両
国
の
橋
渡
し
に
な
り
た
い

―
」と
い
う
演
題
で
五
分
間

の
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
黄
さ

ん
は
、
中
国
福
建
省
の
出
身

で
、
本
学
で
中
国
と
日
本
の

英
語
教
育
に
つ
い
て
の
比
較

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
研
究

の
苦
労
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
ご
主
人
と
お
子
さ
ん
を

残
し
て
母
親
が
単
身
異
国
で

学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
周
囲
の

批
判
に
も
屈
す
る
こ
と
な

く
、
そ
し
て
時
と
し
て
揺
ら

ぎ
が
ち
な
留
学
の
目
的
意
識

を
決
し
て
失
う
こ
と
な
く
、

研
究
に
精
励
し
て
い
る
自
分

の
心
境
や
心
構
え
に

つ
い
て
熱
い
心
を
こ

め
て
語
り
ま
し
た
。

ま
た
ス
ピ
ー
チ
の

中
で
は
、
自
分
を
陰
な

が
ら
に
支
え
続
け
て

く
れ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
本
語
の
先
生
、

通
訳
を
通
し
て
知
り

合
っ
た
夫
婦
と
の
心

温
ま
る
友
情
関
係
、
ど

ん
な
時
で
も
気
軽
に

相
談
に
乗
っ
て
く
れ

る
本
学
の
職
員
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。
最

後
に
、
将
来
は
日
中
両
国
の

橋
渡
し
役
と
な
る
こ
と
で
、

是
非
恩
返
し
し
て
い
き
た
い

と
締
め
く
ら
れ
、
満
場
の
喝

采
を
浴
び
ま
し
た
。

外
国
人
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
で
十
二

回
目
を
迎
え
、
本
年
は
応
募

者
数
が
五
十
二
名
と
特
に
激

戦
で
、
当
日
は
中
国
、
イ
ギ

リ
ス
、
南
米
か
ら
来
た
十
六

名
の
留
学
生
が
壇
上
に
選
ば

れ
、
日
本
で
の
留
学
の
苦
労

や
出
会
い
を
通
し
て
感
じ
た

思
い
を
披
露
し
ま
し
た
。
審

査
員
五
名
の
な
か
に
は
本
学

言
語
文
化
研
究
所
北
村
弘
明

先
生
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
、
元
留

学
生
で
声
楽
家
の
田
　
大
成

さ
ん
の
テ
ノ
ー
ル
独
唱
で
、

日
本
と
中
国
の
歌
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
こ
の
よ
う
な
栄
誉
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
黄
さ

ん
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
経
験

を
バ
ネ
に
よ
り
一
層
本
学
で

の
研
究
が
充
実
し
た
も
の
と

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

国
際
交
流
課

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg
ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg
ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg
ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg
ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

日
本
人
が
英
語
が
で
き
な
い
理
由

外
国
語
学
科
　
島
岡
丘
教
授

コ ラ ム
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新体操部 全国高校総体『団体』 第16位 安藤淳子さん、大沼しおりさん、島田莉奈さん、
本図かおりさん、羽成美紗さん

陸上部 全国高校総体『400mH』 出場 鶴田由樹美さん

国民体育大会『400mH』 出場 鶴田由樹美さん

関東選手権大会『400mH』 出場 鶴田由樹美さん

『棒高跳』 出場 石川裕子さん、野村真美さん

『走幅跳』 出場 小松r美希さん

『砲丸投』 出場 郡司綾乃さん

『七　種』 出場 梶原美奈子さん

『三段跳』 出場 畠山照美さん

『やり投』 出場 郡司綾乃さん

『4×100mR』 出場 鶴田由樹美さん、木野内愛さん、小松r美希さん、
松本京子さん、山下彩花さん、佐藤千紘さん

『4×400mR』 出場 鶴田由樹美さん、永野雪菜さん、小松r美希さん、
山下彩花さん、堀越瑛子さん、木村万里恵さん

駅伝部

バスケット
ボール部

水泳部 世界水泳選手権『水球』大会 第11位 行天朋加さん

スキー部 全国高校総体『クロスカントリー』 出場 品田真実さん、志賀安佐子さん、高野紗妃さん、
成島亜美さん、漆原佳奈さん

柔道部 県高校新人大会『78kg超級』 第2位 木村彩乃さん

ダンス部 ミスダンスドリルチーム日本大会『リリカル部門』 第1位 酒詰由香利さん、田中里美さん、葉梨香奈江さん、
福井優紗さん、松本恵さん、加藤晶子さん、
黒川綾子さん、堤絵里香さん、渡辺ゆかりさん

吹奏楽部 全日本アンサンブルコンテスト『高校の部 クラリネット八重奏』 出場

書道部 全日本高校大学生書道展 優良賞 高畠彩さん、清水由香さん、阿部愛さん、
藤原瞳さん、平田智子さん

大東文化大学主催全国書道展 所長賞

大賞

平田智子さん

石塚真与さん

全国女子水球競技大会 第2位 槇田紘子さん、山田怜奈さん、丹野寛子さん、小川良
子さん、染谷真子さん、行天朋加さん、松井祐未さん、
戸張亜紀さん、牧田優さん、神戸郁美さん

全国JOCジュニアオリンピック水球大会 第2位 槇田紘子さん、山田怜奈さん、丹野寛子さん、小川良
子さん、染谷真子さん、行天朋加さん、松井祐未さん、
戸張亜紀さん、牧田優さん、神戸郁美さん

全国高校駅伝競走大会 第46位 大r千聖さん、高野紗妃さん、皆藤良美さん、
酒井理名さん、q安わかなさん

全国都道府県女子駅伝　茨城県チーム 第21位 大r千聖さん、皆藤良美さん

茨城県高校新人大会『団体』 優勝 島田莉奈さん、羽成美紗さん、本図かおりさん、
赤津有紀さん、進藤絵理さん

国民体育大会 出場
（茨城県選抜）

伊藤優里さん、松田亜希さん、宮本美子さん、
平江モニカさん

平成15年度

●特別活動の記録 聖徳中学校・高等学校
ソフト
テニス部

平成15年度千葉県高等学校総合体育大会『個人』 準優勝 高橋由梨香さん・長谷川舞さん組

体操競技部

平成15年度千葉県中学校新人ソフトテニス大会『団体』 優勝 山本萌未さん、池田瑞樹さん、久田珠莉さん、山田紗友
香さん、秋元ひかるさん、三宅愛夏さん、栃原亜衣さん

平成15年度千葉県中学校新人ソフトテニス大会『個人』 優勝 久田珠莉さん・池田瑞樹さん組

平成15年度千葉県高等学校
総合体育大会体操競技大会『団体』

総合3位 竹田実央さん、武藤愛さん、鎌田優さん、
石井里美さん

平成15年度千葉県中学校
総合体育大会体操競技大会『個人』

総合優勝 町田美加子さん

2003全日本ジュニア体操競技選手権大会『団体』 総合13位 竹田実央さん、武藤愛さん、鎌田優さん、
町田美加子さん

千葉県高等学校選手権『個人』
100mバタフライ

1位 昆宏枝さん

平成15年度千葉県中学校
総合体育大会体操競技大会『団体』

団体総合3位 町田美加子さん、太田真由美さん、
鈴木京さん、須賀裕子さん

水泳部

バトン部

インライン
スケート競技

音楽部
マーチング
バンド編成

平成15年度国民体育大会山岳競技『団体』
少年女子団体の部

優勝

陸上競技部

第27回東京学芸大学主催学芸全国展『団体』
第27回東京学芸大学主催学芸全国展『個人』

全国最優秀団体賞

東京新聞社賞

2年連続受賞

緒方舞子さん

全国書写書道研究会賞 山田千穂さん

理事長賞

全国最優秀団体賞

浅野ゆり子さん、礒部幸香さん

登山ワンゲ
ルクラブ

第35回日本書道芸術協会書象全国学生書道展『団体』
第35回日本書道芸術協会書象全国学生書道展『個人』 上條信山先生

記念賞（第1位）

書象会会長賞

文部科学大臣賞

大東文化学園理事長賞

全国書道高等
学校協議会賞

礒部幸香さん

浅野ゆり子さん、緒方舞子さん、土屋玲奈さん

磯部幸香さん

緒方舞子さん

大賞 細田裕里さん

大東文化大学主催　第45回全国書道展『団体』
大東文化大学主催　第45回全国書道展『個人』

書道科・
書道部

松戸市中学校体育大会　共通砲丸投 1位 杉あかねさん

第38回全日本マーチングバンド
バトントワリング関東大会『団体』

銀賞

銀賞

中学生

高校生

2004ワールドカップ インラインスケート競技　
第1戦韓国大会・第2戦スイス大会

日本代表出場 篠塚奈知さん

平成15年度千葉県中学総合体育大会『個人』 優勝 久田珠莉さん・池田瑞樹さん組

マーチングバンドフェスティバル千葉県大会『団体』 金賞

第38回マーチング・バトントワリング関東大会『団体』 銀賞

附属中学校・高等学校

キ
ャ
リ
ア
支
援
室

だ
よ
り

聖
徳
大
学
独
自
の
き
め
細
か
い
就
職
支
援
内
容

今
年
度
よ
り
新
た
な
仕
掛
け
始
め
る

皇
室

高
円
宮
家
に
就
職
内
定

雇
用
環
境
が
好
転
せ
ず
、

ま
た
雇
用
形
態
が
著
し
く
変

化
し
て
い
る
就
職
戦
線
の
な

か
に
あ
っ
て
も
、
本
学
で
は

頑
固
な
ま
で
に
正
社
員
合
格

に
拘
り
続
け
ま
す
。
伝
統
の

全
員
対
象
個
人
面
接
と
各
種

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
各
種
セ
ミ
ナ

ー
に
プ
ラ
ス
し
て
、
数
年
前

よ
り
実
践
し
て
い
る
就
職
支

援
特
別
講
座（
企
業
編
）の
内

容
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
力
の
強
化
・
向
上
を

図
る
べ
く「
三
分
間
表
現
法
」

「
勝
つ
た
め
の
グ
ル
ー
プ
面

接
対
処
法
」「
書
い
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
の
基
本
」「
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
と
発
声
」等
々

を
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
女
性
キ
ャ
ス
タ

ー
を
講
師
に
招
き
五
日
間
実

施
。
ま
た
就
職
支
援
特
別
講

座
の
最
終
章
と
し
て
、
各
種

業
界
に
内
定
を
勝
ち
取
っ
た

先
輩
た
ち
四
十
人（
学
部
四

年
、
短
大
部
二
年
）と
、
今
年

活
動
す
る
特
別
講
座
受
講
生

三
百
人
が
希
望
す
る
業
界
に

内
定
し
た
先
輩
と
グ
ル
ー
プ

別
に
質
疑
応
答
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
画
策
。
将
来
的
に
は

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク（
構
成
的

エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
）を
柱
と

し
た
就
職
指
導
に
シ
フ
ト
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
聖
徳
教
育
で
学
ん
だ

様
々
な
こ
と
が
生
か
せ
る
皇

室
で
一
助
と
な
れ
る
よ
う
精

進
、
努
力
し
、
自
分
自
身
も

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
」

内
定
学
生
よ
り
心
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK

KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK
先輩たちと就職について真剣に語り合う学生たち（会場：学食リリブ）

■
附
属
中
高

聖
徳
大
学
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
東
京
芸
術
大
学
青

山
学
院
大
学
亜
細
亜
大
学

桜
美
林
大
学
神
田
外
語
大

学
國
學
院
大
学
駒
澤
大
学

昭
和
女
子
大
学
聖
心
女
子

大
学
千
葉
工
業
大
学
東
海

大
学
東
京
歯
科
大
学
東
京

女
子
大
学
東
邦
大
学
東
洋

大
学
獨
協
大
学
日
本
大
学

日
本
女
子
大
学
日
本
薬
科

大
学
法
政
大
学
明
治
大
学

他
、多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
聖
徳
中
高

聖
徳
大
学
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
茨
城
大
学
大
妻
女

子
大
学

国
立
音
楽
大
学

埼
玉
大
学
昭
和
女
子
大
学

女
子
栄
養
大
学
清
泉
女
子

大
学
大
正
大
学
大
東
文
化

大
学
東
京
女
子
体
育
大
学

東
京
電
機
大
学
日
本
大
学

日
本
体
育
大
学
日
本
薬
科

大
学
文
教
大
学
法
政
大
学

武
蔵
野
音
楽
大
学
明
治
学

院
大
学

他
、多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
附
属
小
学
校

●
男
子

青
山
学
院
中
等
部
江
戸
川

学
園
取
手
中
学
校
慶
應
義

塾
普
通
部
渋
谷
教
育
学
園

渋
谷
中
学
校
渋
谷
教
育
学

園
幕
張
高
等
学
校
附
属
中
学

校
東
邦
大
学
付
属
東
邦
中

学
校

獨
協
埼
玉
中
学
校

本
郷
中
学
校
武
蔵
中
学
校

立
教
新
座
中
学
校

他
、多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

●
女
子

聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
浦

和
明
の
星
女
子
中
学
校
桜

蔭
中
学
校

開
智
中
学
校

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
等
学

校
附
属
中
学
校
女
子
学
院

中
学
校
白
百
合
学
園
中
学

校
東
邦
大
学
付
属
東
邦
中

学
校
豊
島
岡
女
子
学
園
中

学
校
雙
葉
中
学
校

他
、多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
附
属
三
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
千

葉
日
本
大
学
第
一
小
学
校

国
府
台
女
子
学
院
小
学
部

昭
和
学
院
小
学
校
日
の
出

学
園
小
学
校
学
習
院
初
等

科
成
田
高
校
付
属
小
学
校

■
三
田
三
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
東

京
女
学
館
小
学
校
白
百
合

学
園
小
学
校
早
稲
田
実
業

学
校
初
等
部
東
京
創
価
小

学
校
川
村
小
学
校
雙
葉
小

学
校
昭
和
女
子
大
附
属
昭

和
小
学
校
啓
明
学
園
初
等

部
桐
光
学
園
小
学
校
国
立

学
園
小
学
校
成
蹊
小
学
校

明
星
小
学
校
桐
朋
学
園
小

学
校

玉
川
学
園
小
学
校

相
模
女
子
大
学
小
学
部

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
月
十
二
日（
木
）・
十
三
日（
金
）・

二
十
四
日（
火
）の
三
日
間
、総
合
演

習「
普
通
救
命
講
習
」を
一
部
一
年
生

（
二
部
生
は
、希
望
者
）対
象
に
実
施
い

た
し
ま
し
た
。日
頃
救
急
車
に
乗
っ
て

急
病
人
と
接
す
る
芝
消
防
署
の
救
急

隊
の
方
が
講
師
で
あ
り
、
講
義
の
中

で
実
際
の
事
例
を
話
さ
れ
、
学
生
も
真
剣
に
講
習
会
に
参
加
で

き
ま
し
た
。
講
習
の
内
容
は
、応
急
処
置（
止
血
法
等
）や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ（
心
肺
蘇
生
法
）を
行
い
ま
し
た
。

学
生
に
講
習
の
感
想
を
聞
く
と「
人
形
を
使
っ
て
の
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
。
か
な
り
の
体
力
が
必
要
」

や「
今
日
の
講
習
会
の
内
容
を
家
に
帰
っ
て
家
族
に
話
し
た
い
」

「
三
角
巾
の
使
い
方
は
思
っ
た
よ
り
も
難
し
か
っ
た
」等
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
充
実
し
た
講
習
に
な
っ
た
と

同
時
に
人
間
と
接
す
る
職
業
に
つ
く
保
育
者
と
し
て
必
要
な

講
習
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
幼
児
教
育
に
携
わ
っ
た
先
生
方
に
よ
る
、
よ

り
よ
い
幼
児
教
育
者
に
な
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
二
月

十
二
日（
木
）に
一
部
二
年
生
・
二
部
三
年
生
の
卒
業
該
当
年
次

の
学
生
に
対
し
実
施
し
ま
し
た
。
二
年
間
ま
た
は
三
年
間
本

学
で
学
ん
だ
こ
と
を
ふ
ま
え
、
よ
り
よ
い
保
育
者
に
な
る
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
注
意
す
べ
き
こ
と
、
授
業
で
話
し
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
の
事
例
な
ど
を
中
心
と
し
て
講
義
さ
れ
ま

し
た
。
学
生
た
ち
は
、
卒
業
が
間
ぢ
か
に
せ
ま
り
真
剣
に
メ
モ

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
忘
れ
ず

に
ま
た
、学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、よ
き

幼
児
教
育
者
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

総
合
演
習
　

普
通
救
命
講
習

総
合
演
習

「
よ
り
よ
い
幼
児
教
育
者
に
な
る
た
め
の
マ
ナ
ー
」

（主な実績）【平成15年4月～平成16年2月】

幼児教育専門学校

だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
附
属
中
学
校
書
き
初
め
大
会
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

去
る
一
月
十
九
日
、
本
校

第
一
体
育
館
に
中
学
生
が
集

い
、
新
年
の
授
業
開
始
に
先

が
け
て
校
内
書
き
初
め
席
書

大
会
を
行
い
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
こ
の
行
事

は
、
音
楽
部
に
よ
る
筝
曲
の
演

奏
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
全

員
が
一
斉
に
真
剣
な
態
度
で

各
々
の
作
品
に
向
か
い
合
い
ま

す
。
課
題
は
県
下
統
一
の
内

容
で
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
年『
青
葉
の
森
』

二
年『
南
総
花
畑
』

三
年『
花
咲
く
房
総
』

課
題
は
各
学
年
と
も
行
書

で
、
特
に
一
年
生
は
行
書
を

習
い
始
め
た
ば
か
り
な
の

で
、
大
変
そ
う
に
し
な
が
ら

も
、
よ
く
集
中
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
本
校
の
書

き
初
め
は
、
練
習
時
間
を
と

っ
た
あ
と
、清
書
の
際
に
は
、

練
習
で
覚
え
た
文
字
を
手
本

を
見
ず
に
書
い
て
い
き
ま

す
。
最
後
ま
で
集
中
し
て
全

員
が
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た

作
品
は
全
員
分
を

ホ
ー
ル
に
展
示
い

た
し
ま
し
た
。

書き初めを手にする生徒たち（体育館にて）
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東
京
に
春
一
番
が
吹
き
、

春
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
二
月
十
四
日
。
附

属
小
学
校
に
、
来
年
度
一
年

生
に
な
る「
新
入
生
」が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

朝
は
、
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
か
ら
歓
迎

の
発
表
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
初
め
は

緊
張
気
味
だ
っ
た
新

入
生
も
、
在
校
生
の

発
表
を
見

て
感
激
し

た
様
子
で

し
た
。

「
一
年
生

に
な
っ
た

ら
」
の
歌

の
と
こ
ろ

で
は
、
楽

し
そ
う
に

一
緒
に
歌

い
始
め
ま

し
た
。
そ
の
姿

を
見
て
、
本
当

の
一
年
生
に
な

る
の
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
様

子
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
の
後
に
六
年
生
と
学
校

探
検
を
し
た
り
、
今
年
か
ら

は
会
食
を
い
た
だ
い
た
り
す

る
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。
六
年

生
は「
さ
す

が
」と
言
い

た
く
な
る

よ
う
な
優

し
い
態
度

で
接
し
て

い
て
、
新

入
生
も
憧

れ
の
眼
差

し
を
向
け

て
い
ま
し

た
。会

食
の

後
に
、
新

入
生
の
保

護
者
が
六
年
生
を
待
っ
て
い

ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
み
る

と「
学
校
探
検
の
時
に
、
お

姉
さ
ん
に
と
っ
て
も
優
し
く

し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
お
礼

が
し
た
い
の
で
す
。」と
、
言

う
の
で
す
。
こ
の
集
会
を
通

し
て
、
ま
た
聖
徳
っ
子
の
優

し
い
気
持
ち
が
育
っ
た
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。

親
子
一
日
入
学
を
終
え
て

第
十
八
回

体
育
科
実
技
発
表
会
聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

二
月
七
日（
土
）、
第
十
八

回
体
育
科
実
技
発
表
会
を
本

校
で
開
催
し
ま
し
た
。
プ
ー
ル

に
お
け
る「
水
球
専
攻
」の
発

表
か
ら
は
じ
ま
り
、「
新
体
操

専
攻
」、「
陸
上
競
技
専
攻
・
駅

伝
専
攻
」、「
ダ
ン
ス
専
攻
」、

四
年
生
に
よ
る「
集
団
行
動
」、

五
年
生
に
よ
る
扇
の
ダ
ン
ス

「
四
季
」、六
年
生
が
三
年
間
の

想
い
を
込
め
た
創
作
ダ
ン
ス

「w
ish
on
the
stars...

☆
」が

体
育
館
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
以
下
、
生
徒
代
表
か
ら

来
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
の

ご
挨
拶
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
体
育

科
実
技
発
表
会
に
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
専
攻
種
目
の
顧
問
の

先
生
に
は
、
時
に
優
し
く
、
時

に
厳
し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。
担
任
の
先
生
は
、
私
達

の
理
解
者
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
両
親
は
、

わ
が
ま
ま
な
私
達
を
受
け
と

め
、
見
守
り
続
け
て
く
れ
ま
し

た
。
後
輩
達
と
は
、
ひ
と
つ
の

目
標
に
向
か
っ
て
共
に
汗
と
涙

を
流
し
、
級
友
た
ち
と
は
、
笑

っ
た
り
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
し

な
が
ら
一
緒
に
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
三
年
生
は
進
む

道
は
違
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
聖
徳
高
校
体
育
科
の

卒
業
生
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り

を
も
ち
、
夢
に
向
か
っ
て
一
歩

一
歩
、
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

音
楽
科
・
卒
業
演
奏
会

二
月
五
日（
木
）午
後
六
時

よ
り
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
ク
リ
ス
タ

ル
ホ
ー
ル
に
て「
第
十
九
回

聖
徳
高
等
学
校
音
楽
科
卒
業

演
奏
会
」を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
平
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
二
百
名
を
越
え
る

多
く
の
皆
様
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
の
演
奏
も
、
三
年
間
の

締
め
く
く
り
と
し
て
最
高
の

演
奏
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
す
る

彼
女
た
ち
の
姿
を
見
て
、
胸

が
熱
く
な
っ
た
こ
と
を
今
も

は
っ
き
り
と
お
ぼ
え
て
い
ま

す
。
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
も

一
生
涯
忘
れ
る

こ
と
の
出
来
な

い
演
奏
会
に
な

っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
保
護

者
の
皆
様
、
ご
指

導
い
た
だ
き
ま

し
た
先
生
方
、
当

日
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
皆

様
方
、
そ
し
て
今

ま
で
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
す
べ

て
の
方
々
に
厚

く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

聖
徳
高
校
　
体
育
科
三
年

高
野
　
紗
妃

00000000000000000000
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校

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

昨
今
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
食
を
脅
か
す
事
件
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
食
糧
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
け
る
利
潤
性
の

追
求
、食
糧
自
給
率
の
低
さ
、

食
糧
の
無
駄
な
廃
棄
や
損
失

へ
の
警
告
・
警
鐘
な
の
で
し

ょ
う
か
。

一
方
で
日
本
の
食
は
い
わ

ゆ
る
飽
食
の
時
代
を
過
ぎ
、

反
省
の
時
代
に
入
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

問
題
を
受
け
て
松
戸
の
ね
ぎ

の
よ
う
に
地
場
産
品
見
直
し

の
動
き
が
見
ら
れ
、
地
元
で

取
れ
た
も
の
を
地
元
で
消
費

し
よ
う
と
い
う
活
動
も
あ
ち

こ
ち
で
出
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
に
対
抗
す
る
ス
ロ

ー
フ
ー
ド
な
ど
も
そ
う
し
た

一
連
の
流
れ
を
受
け
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

大
学
人
文
学
部
生
活
文
化

学
科
　
茂
木
美
智
子
教
授
は

食
文
化
誌
ヴ
ェ
ス
タ
（
発

行：

財
団
法
人
　
味
の
素
食

の
文
化
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
〇

四
年
冬
号
の「
食
の
色
彩
学
」

と
い
う
特
集
の
中
で
『
日
本

人
の
食
べ
て
き
た
色
』
を
テ

ー
マ
に
、
こ
う
し
た
こ
と
に

つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
。

『
安
全
か
、
お
い
し
い
か
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
書
か
れ
た

「
記
号
」が
、
食
を
知
ら
な
い

人
々
を
支
配
し
て
い
る
。
命

を
つ
な
ぐ
物
質
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
五
感
に
頼
ら

ず
イ
メ
ー
ジ
や
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
の
認
識
だ
け
で
す
ま
せ
よ

う
と
す
る
年
齢
層
も
で
て
き

た
。
冬
で
も
ト
マ
ト
や
キ
ウ

リ
が
手
に
入
る
よ
う
に
野
菜

の
周
年
供
給
と
い
う
農
業
経

営
用
語
は
季
節
に
関
係
し
な

い
野
菜
と
そ
の
色
を
生
み
出

し
た
。
家
庭
の
色
が
消
え
、

工
場
メ
イ
ド
の
色
が
増
え

た
。
赤
道
と
日
付
変
更
線
を

越
す
物
流
の
変
化
、
情
報
化

は
地
域
性
あ
る
色
を
塗
り
替

え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
一

方
で
ま
た
、
時
間
軸
を
少
し

前
に
も
ど
し
、
滋
味
に
溢
れ

た
食
べ
物
を
生
産
す
る
人
、

料
理
す
る
人
、
ゆ
っ
く
り
じ

っ
く
り
食
べ
る
人
が
増
え
れ

ば
、
食
べ
物
世
界
の
色
が
か

わ
る
で
あ
ろ
う
』。

当
誌
は
食
研
究
の
専
門
家

の
間
で
は
著
名
な
季
刊
誌

で
、
今
号
は
茂
木
教
授
が
責

任
編
集
の
労
を
と
ら
れ
ま
し

た
。
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食
文
化
誌
を
本
学
教
授
が
責
任
編
集

〜
日
本
人
の
食
べ
て
き
た
色
〜

生
活
文
化
学
科
　
茂
木
美
智
子
教
授

コ ラ ム千
葉
県
議
会
表
彰
行
わ
れ
る
―
附
属
小
　
藤
平

理
久
君
受
賞
―

去
る
二
月
二
十
五
日
、
千

葉
県
内
の
小
学
生
、中
学
生
、

高
校
生
の
中
で
学
芸
や
ス
ポ

ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
た
児
童
・
生
徒
を
た
た
え
る

「
県
議
会
表
彰
」が
千
葉
県
県

議
会
本
会
議
場
で
行
わ
れ
、

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
一
年

藤ふ
じ

平ひ
ら

理り

久く

君
が
学
芸
の
部
で

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
藤
平

君
は
第
二
十
七
回「
て
の
ひ
ら

文
庫
賞
」読
書
感
想
文
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
小
学
校
低
学
年
の

部
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
の

受
賞
を
受
け
て
の
表
彰
で
す
。

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
は

全
国
の
応
募
数
八
万
千
十
五

通
の
感
想
文
か
ら
厳
選
さ
れ

た
受
賞
者
三
名
中
の
一
人

で
、
小
学
校
低
学
年
で
は
、

全
国
で
藤
平
君
た
だ
一
人
の

受
賞
で
す
。「
て
の
ひ
ら
文

庫
賞
」読
書
感
想
文
は
附
属

小
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
課
題
の
一
つ
で
上
述
の

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
学
校

と
し
て
最
優
秀
校
賞
を
受
賞

し
た
り
、
個
人
で
も
多
数
受

賞
し
、
今
後
益
々
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校
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昔
な
が
ら
の
日
本
独
特
の

お
正
月
あ
そ
び
と
い
え
ば
、

か
る
た
・
凧
あ
げ
・
福
笑
い
・
こ

ま
・
羽
子
板
・
す
ご
ろ
く
等
い

ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。
し
か

し
実
際
に
子
ど
も
達
が
あ
そ

べ
る
お
正
月
あ
そ
び
は
、
あ

そ
ぶ
場
所
の
問
題
や
、
伝
承

す
る
人
が
少
な
い
と
い
う
事

と
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
、

あ
そ
ん
だ
こ
と
の
な
い
子
ど

も
が
、
年
々
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
で
は
毎
年
、
園

長
先
生
か
ら
お
年
玉
と
し
て
、

年
長
組
に
は
羽
子
板
、
年
中

組
と
年
少
組
に
は
こ
ま
を
い

た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り
が
羽

子
板
や
こ
ま
に
ク
レ
ヨ
ン
で

色
を
塗
っ
た
り
、
模
様
を
描

い
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
し

て
あ
そ
ん
で
い
ま
す
。

羽
子
板
を
子
ど
も
に
手
渡

す
と「
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し

て
あ
そ
ぶ
の
？
」と
聞
い
て
く

る
子
ど
も
や「
負
け
た
ら
顔
に

墨
で
×
や
○
を
か
く
ん
だ
よ
」

と
あ
そ
び
方
を
知
っ
て
い
る

子
ど
も
も
い
ま
す
。
園
庭
に

出
て
羽
根
を
つ
い
て
あ
そ
ん

で
い
る
と「
わ
ぁ
ー
こ
の
羽
根

き
れ
い
だ
ね
」と
手
に
と
っ
て

見
て
い
る
子
ど
も
や「
さ
っ
き

は
六
回
も
続
い
た
ん
だ
よ
！
」

と
つ
い
た
数
を
喜
ん
で
伝
え

に
来
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

こ
ま
あ
そ
び
は
、
何
色
も
使

っ
て
色
塗
り
を
し
て
回
す
と
、

色
が
変
わ
っ
て
見
え
る
こ
と

や
、
回
す
強
さ
に
よ
っ
て
回

転
の
速
度
が
違
う
こ
と
に
気

づ
き
、
回
し
方
を
工
夫
し
た

り
、
又
友
だ
ち
と
ど
ち
ら
が

ず
っ
と
回
り
続
け
る
か
を
競

い
合
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
あ
そ
び
を
楽

し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
気
持
ち
に
な

る
と
共
に
、
大
人
が
伝
承
し

共
に
あ
そ
ぶ
機
会
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
う
一
時
に
な
り
ま
す
。

「
お
に
は
ー
そ
と
、
ふ
く
は

ー
う
ち
！
」大
き
な
声
が
聞

こ
え
ま
す
。
第
三
幼
稚
園
で

も
心
の
中
の
鬼
を
追
い
払
っ

て
、
福
の
神
様
を
呼
び
込
も

う
と
、
節
分
を
翌
日
に
控
え

た
二
月
二
日（
月
）、
全
員
で

『
ま
め
ま
き
会
』を
行
な
い
ま

し
た
。
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た

子
ど
も
達
の
制
服
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
は
、
鬼
を
退
治
す
る
為

の『
豆
』が
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
か
少
し
強
気
な
様
子

も
見
ら
れ
ま
す
。
会
が
始
ま

り
、
心
の
中
の
ど
ん
な
鬼
を

退
治
す
る
か
を
聞
い
て
み
る

と「
な
き
む
し
鬼
」「
ふ
ざ
け

ん
ぼ
鬼
」「
お
し
ゃ
べ
り
鬼
」

「
い
じ
わ
る
鬼
」…
と
目
を
ら

ん
ら
ん
と
輝
か
せ
て
ど
ん
ど

ん
で
て
き
ま
す
。
太
鼓
の
音

が
鳴
り
響
く
と
鬼
の
登
場
で

す
。
一
斉
に
立
ち
上
が

り
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
豆
を

投
げ
て
鬼
退
治
で
す
。

し
ば
ら
く
し
て
鬼
が

逃
げ
て
い
く
と
途
中

で
涙
が
出
て
い
た
子

ど
も
も
大
喜
び
で
す
。

大
き
な
声
で『
ま
め
ま

き
の
歌
』を
歌
っ
て
会

は
終
り
ま
し
た
。
保
育

室
に
戻
っ
て
か
ら
も

豆
ま
き
を
し
て
も
ら

い
、
年
の
数
だ
け『
福

豆
』を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
福
の
神
様
が
お
な
か

の
中
に
入
っ
て
く
る
」と
は

し
ゃ
ぎ
な
が
ら
食
べ
て
い
ま

し
た
。
も
う「
な
き
む
し
鬼
」

も「
い
じ
わ
る
鬼
」も
ど
こ
に

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

春
の
訪
れ
の
よ
う
な
暖
か

い
日
差
し
の
中
、
子
ど
も
た

ち
は
外
で
元
気
に
遊
ん
で
い

ま
す
。

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
で

は
毎
年
、
神
奈
川
県
に
あ
る

森
永
製
菓
鶴
見
工
場
に
見
学

に
行
き
ま
す
。
子
ど
も
達
に

と
っ
て
の
森
永
製
菓
は
、
幼

稚
園
の
最
寄
り
駅
「
Ｊ
Ｒ
田

町
駅
」
近
く
に
本
社
ビ
ル
が

あ
り
、
田
町
駅
構
内
に
は

「
キ
ョ
ロ
ス
ク
」
と
い
う
キ
ヨ

ス
ク
が
あ
り
親
し
み
や
す
い

状
況
で
す
。
子
ど
も
達
の
大

好
き
な
、
は
と
バ
ス
で
行
く

幼
稚
園
最
後
の
遠
足
。
多
摩

川
を
渡
り
大
き
な
工
場
に
着

く
と
「
甘
い
匂
い
が
す
る

よ
！
」と
も
う
気
分
は
お
菓

子
の
中
に
う
ず
も
れ
て
い
る

か
の
よ
う
な
う
っ
と
り
し
た

顔
に
な
り
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
ホ
ー

ル
に
入
り
、
温
か
い
コ
コ
ア

と
ク
ッ
キ
ー
等
を
試
食
さ
せ

て
い
た
だ
き
ビ
デ
オ
を
見
ま

す
。エ
ン
ゼ
ル
マ
ー
ク
や
キ
ョ

ロ
ち
ゃ
ん
登
場
に
は
大
喜
び
。

そ
の
後
は
工
場
見
学
で
す
が

衛
生
面
の
大
切
さ
や
機
械

化
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
の
話

を
聞
き
子
ど
も
達
も
衛
生
帽

子
を
被
り
私
語
を
つ
つ
し

み
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
と
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
工
場
の
見
学

を
し
ま
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

工
場
で
は「
冷
蔵
庫
の
中
に

自
分
も
入
る
の
か
な
？
」な

ど
と
考
え
た
り「
工
場
の
人

は
風
邪
引
か
な
い
か
な
？
」

と
心
配
し
て
い
ま
す
が
、
機

械
化
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化

の
話
を
聞
い
た
こ
と
と
実
際

の
様
子
を
見
た
こ
と
に
よ
り

仕
組
が
理
解
で
き
安
心
す
る

姿
が
見
ら
れ
ほ
ほ
え
ま
し
さ

も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
工
場
内

に
あ
る
庭
の
池
に
は
毎
年
か

え
る
の
卵
が
あ
り
ま
す
が
子

ど
も
に
と
っ
て
珍
し
い
か
え

る
の
卵
も
お
土
産
に
頂
き
、

本
格
的
な
春
を
感
じ
る
卒
園

の
頃
に
は
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

に
変
り
卒
園
を
お
祝
い
す
る

か
の
よ
う
に
元
気
に
た
く
さ

ん
泳
い
で
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
か
ら
も
春
の
訪

れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
工
場

見
学
後
に
は
横
浜
山
下
公
園

で
昼
食
で
す
。
保
護
者
に
作

っ
て
い
た
だ
い
た
心
こ
も
っ

た
お
弁
当
を
頂
き「
か
も
め
」

と
か
け
っ
こ
を
し
た
り
、
氷

川
丸
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮

っ
た
り
、「
赤
い
靴
の
女
の
子

像
」を
見
学
し
た
り
、
芝
生

の
数
だ
け
豆
を
食
べ
る
こ
と

を
知
っ
て「
僕
は
３
つ
」「
私

は
お
誕
生
日
す
ん
だ
か
ら
４

つ
」そ
し
て
な
か
に
は「
先
生

は
い
く
つ
食
べ
る
の
？
沢
山

食
べ
ら
れ
て
い
い
な
」な
ど

の
声
を
聞
き
な
が
ら
豆
を
食

べ
る
時
に「
心
の
中
に
い
る

弱
虫
鬼
、
い
じ
わ
る
鬼
、
泣

き
虫
鬼
を
追
い
出
し
て
、
そ

の
代
わ
り
に
、
心
の
中
に
福

の
神
様
入
り
ま
す
よ
う
に
と

お
願
い
し
な
が
ら
豆
を
食
べ

る
の
よ
」と
話
す
と
一
生
懸

命
考
え
て「
お
友
達
に
や
さ

し
く
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
よ

う
に
」と
す
ぐ
に
け
ん
か
を

し
て
し
ま
う
元
気
の
良
い
男

の
子
や「
小
学
校
に
行
っ
た

ら
お
友
達
が
沢
山
出
来
ま
す

よ
う
に
」と
福
の
神
に
お
願

い
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
顔

は
と
て
も
素
敵
で
す
が
、
鬼

が
登
場
す
る
と
た
ち
ま
ち

「
鬼
は
外
」「
鬼
は
外
」と
鬼
に

豆
を
ぶ
つ
け
た
り
、
中
に
は

担
任
に
し
が
み
つ
い
て
泣
き

出
す
子
ど
も
や
部
屋
の
角
に

か
く
れ
て
鬼
が
逃
げ
て
い
っ

た
後
も
な
か
な
か
出
て
こ
ら

れ
な
い
子
ど
も
と
子
ど
も
ら

し
さ
一
杯
の
豆
ま
き
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
一
年
の
幸
せ
を

願
う
節
分
と
い
う
日
本
古
来

の
年
中
行
事
で
す
が
、
子
ど

も
達
の
生
活
に
即
し
た
形
で

保
育
の
中
に
生
か
す
こ
と
の

で
き
る
行
事
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
月
の
後
半
頃
よ
り
、

「
も
う
す
ぐ
鬼
が
く
る
ね
」

「
赤
鬼
か
な
」「
青
鬼
か
な
」な

ど
の
話
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
節
分
を
前
に
し

て
鬼
の
お
面
作
り
が
始
ま

り
、
各
々
の
学
年
で
紙
皿
、

紙
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク

ス
等
を
利
用
し
て
赤
、
青
、

黄
色
と
様
々
な
鬼
が
出
来
上

が
り
ま
す
。
節
分
そ
し
て
豆

ま
き
の
意
味
を
知
っ
て
お
面

づ
く
り
を
す
る
子
ど
も
達
は

鬼
が
来
る
こ
と
を
期
待
す
る

反
面
、
本
当
に
幼
稚
園
に
鬼

が
来
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
複

雑
な
気
持
で
節
分
の
日
を
迎

え
ま
す
。
ま
ず
、
自
分
の
年

三
月
三
日
は
ひ
な
ま
つ

り
、
桃
の
節
句
で
す
。
幼
稚

園
で
も
毎
年
、
二
月
に
入
る

と
同
時
に
お
ひ
な
様
を
飾
っ

て
お
祝
い
を
し
て
い
ま
す
。

♪
あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ

ぼ
ん
ぼ
り
に
　
お
花
を
あ
げ

ま
し
ょ
　
桃
の
花
♪
　
こ
の

歌
は
、
誰
も
が
耳
に
し
た
事

の
あ
る
昔
か
ら
歌
い
継
が
れ

て
き
た
歌
で
す
が
〝
ぼ
ん
ぼ

り
〞〝
桃
の
花
〞
を
ど
の
位

の
幼
児
が
実
際
の
も
の
を
知

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

幼
稚
園
で
は
、
ひ
な
ま
つ
り

会
に
向
け
て
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
素
話
・
製
作
あ
そ
び

等
を
通
し
て
、
日
本
古
来
の

歴
史
的
行
事
で
あ
る
こ
と
や

「
桃
の
節
句
」の
意
味
を
知
ら

せ
、
す
こ
や
か
な
成
長

を
祝
う
気
持
が
育
つ
よ

う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

ひ
な
壇
に
は
桃
の
花
を

飾
り
、
各
人
形
の
名
称

や
小
道
具
の
名
称
な
ど

に
も
関
心
を
持
た
せ
な

が
ら
当
日
へ
の
期
待
を

高
め
て
い
き
ま
す
。
ひ

な
ま
つ
り
会
当
日
は
、

女
児
達
は
男
児
達
か
ら

た
く
さ
ん
の
拍
手
と
お

祝
い
の
言
葉
を
受
け
て
会
場

へ
迎
え
入
れ
ら
れ
、
互
い
に

歌
や
踊
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
交

換
を
し
て
楽
し
み
ま
す
。
そ

し
て
先
生
達
は
、
お
だ
い
り

様
や
お
ひ
な
様
、三
人
官
女
、

五
人
ば
や
し
等
に
扮
し
た
劇

を
披
露
し
ま
す
。
ひ
な
人
形

の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
紹
介

し
な
が
ら
心
情
に
訴
え
る
内

容
構
成
に
し
た
劇
で
す
が
真

剣
に
観
入
る
幼
児
達
の
表
情

か
ら
年
令
に
応
じ
て
ひ
な
ま

つ
り
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
最
後

に「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」

を
み
ん
な
で
会
場
一
杯
に
歌

っ
て
会
は
終
わ
り
ま
す
が

様
々
な
伝
統
的
行
事
に
触
れ

な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
男
女
問

わ
ず
思
い
や
り
、
慎
み
、
い

た
わ
り
や
や
さ
し
さ
〝
和
の

心
〞
を
育
て
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
●
●
●

●

●

三
田
幼
稚
園

卒
園
間
近
の
お
別
れ
遠
足

八
王
子
中
央
幼
稚
園

お
正
月
遊
び

多
摩
中
央
幼
稚
園

豆
ま
き

た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
の
リ
ズ

ム
あ
そ
び
の
一
部
を
披
露
し

ま
し
た
。
音
楽
が
な
り
、
在

園
児
が
踊
り
始
め
る
と
じ
っ

と
目
を
凝
ら
し
て
見
て
い
た

り
、一
緒
に
踊
り
始
め
た
り
、

反
応
は
様
々
で
す
が
年
齢
が

近
い
だ
け
に
親
近
感
を
覚
え

た
よ
う
で
す
。
五
才
児
は
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
歌
を
や
さ
し

く
歌
い
、
ト
ル
コ
行
進
曲
の

合
奏
を
し
ま
し
た
。
家
庭
に

は
な
い
大
太
鼓
や
シ
ン
バ
ル

等
の
音
に
は
少
し
び
っ
く
り

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る

暖
か
な
陽
気
に
恵
ま
れ
た
二

月
十
三
日（
金
）平
成
十
六
年

度
の
新
入
園
児
を
親
子
で
迎

え
在
園
児
や
先
生
方
と
共
に

楽
し
く
過
ご
す
集
い
が
開
か

れ
ま
し
た
。（
出
席
率
八
十

七
％
）玄
関
で
は
五
才
児
が

出
迎
え
ホ
ー
ル
ま
で
案
内
を

し
、
ほ
ぼ
時
間
通
り
始
ま
り

ま
し
た
。

園
長
先
生
の
挨
拶
の
あ

と
、
在
園
児
の
三
・
四
才
児

が
二
週
間
程
前
に
行
な
っ
た

し
た
よ
う
で
す
が
身
じ
ろ
ぎ

も
せ
ず
聞
き
い
っ
て
い
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
に
は
年
齢

別
の
動
き
の
発
達
段
階
を
わ

か
り
や
す
く
話
す
等
幼
稚
園

で
の
保
育
の
一
端
を
見
て
理

解
を
深
め
て
頂
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
の
後
生
活
習

慣
の
ひ
と
つ
と
し
て
衣
服
の

着
脱
や
箸
の
持
ち
方
等
を
実

際
に
新
入
園
児
に
も
体
験
し

て
頂
き
ま
し
た
。
帰
り
に
は

お
み
や
げ
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
と
風
船
を
差

し
上
げ
る
と「
ま
た
来
る
ね
」

等
と
言
っ
て
嬉
し
そ
う
に
帰

る
幼
児
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ

ま
し
た
。
入
園
ま
で
あ
と
二

か
月
弱
、
幼
稚
園
へ
の
理
解

と
入
園
へ
の
期
待
が
高
ま
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

附
属
幼
稚
園

新
入
園
児
を
迎
え
て

「
親
子
で
楽
し
く
す
ご
す
集
い
」

幼
稚
園
短
信 

の
上
で
み
ん
な
や
先
生
方
と

遊
ん
だ
り
…
ア
ッ
と
い
う
間

の
楽
し
い
一
日
が
過
ぎ
て
い

き
ま
す
。
お
別
れ
遠
足
は
…

子
ど
も
の
心
に
残
る
幼
稚
園

の
最
後
の
遠
足
で
す
。

附
属
第
二
幼
稚
園

「
ひ
な
ま
つ
り
」

附
属
第
三
幼
稚
園

「
ま
め
ま
き
会
」
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聖徳学園は、日本の教育機関では初めて品質管
理システムのISO9001および環境管理システムの
ISO14001、両国際規格の認証を同時取得しました。
高品質でより良い教育を可能にするシステムを作

り上げ、また地球環境を守る管理システムを整え、そ
れらが国際機関の定めた規格で認証を得た今、聖徳
学園は次の高みに向けて新たな活動を開始します。

より豊かな未来に向け ISOをダブル取得

ISO9001

ISO14001

聖徳大学音楽文化学科

2004年4月18日（日）16：00開場／16：30開演
聖徳大学奏楽堂

s入場無料（車でのご来場はご遠慮ください。）t

【お問い合せ】

聖徳大学音楽文化学科事務室
〒271-8555 松戸市岩瀬550番地

Tel．047-365-1111
（内線3231～4）

●松戸駅より徒歩5分
※イトーヨーカドー内のエスカレーター等を

ご利用になる事もできます。
（5階出入口）

グラズノフ：
ガーシュイン：

ドビュッシー（栃尾克樹編曲）：
葉加瀬太郎（齊藤明日香編曲）：

四重奏曲
ポギーとベス
小組曲
情熱大陸

サクソフォーンアンサンブル

プログラム

サクソフォーン：

パーカッション：

ピアノ：
指導、サクソフォーン：

茅場理恵子　齊藤明日香
佐々木朱音　井上真友子
伊藤絵里子　高橋えりか
小島　愛子　石橋亜矢子
井上　雅子　阿部　直子
黒羽　夏季
大山　真美　栃尾　克樹

出演者

ほか
oooooooooo

oooooooooo

oooooooooo

oooooooooo

２０日（火）
２８日（水）
１０日（月）
１７日（月）
２４日（月）
２６日（水）
２７日（木）
３日（木）
７日（月）
１０日（木）
１４日（月）
１６日（水）
２５日（金）
１日（木）
８日（木）
９日（金）
１２日（月）
３０日（木）
１日（金）
５日（火）
８日（金）
１２日（火）
１５日（金）
２２日（金）
２９日（金）
２日（火）
４日（木）
１８日（木）
２５日（木）
１日（水）
９日（木）
１０日（金）
１５日（水）
１７日（金）

８日（土）
１2日（水）
１３日（木）
１７日（月）
１９日（水）
２０日（木）
２２日（土）

４月

５月

６月

７月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

聖徳学園「入門コンサート」①・②
新入生歓迎オルガンコンサート①・②
ウィーン少年合唱団
リチャード・クレイダーマン（ピアノ）
イーストマン・ウインド・アンサンブル
セント・トーマス大学吹奏楽団
モスクワ放送交響楽団
フランス・オーヴェルニュ管弦楽団
ウィーン・オペレッタ劇場
エムパイヤ・ブラス
羽田健太郎ピアノコンサート
モーリス・ベジャール・バレエ団
京劇「西遊記」
ウラジミル・ミシュクピアノ演奏会
教科書から消えた日本の歌
教科書から消えた日本の歌
第19回･第20回 聖徳学園「歌舞伎鑑賞会」
ロシア・ジプシー・アンサンブル
京劇湖南省京劇院
第33回･第34回 聖徳学園「文楽鑑賞会」
ハウス・ジャックス ボイス・バンド
ハンガリー国立歌劇場
ラファエル・アマルゴ（フラメンコ）
ウィーン・ブラス・アンサンブル
ドイツ室内管弦楽団
ブタペスト・フィルハーモニー管弦楽団
アイリッシュ・ダンス「トリニティ」
第23回･第24回 聖徳学園「落語鑑賞会」
ミュンヘン交響楽団
鬼太鼓座
レニングラード国立バレエ①
レニングラード国立バレエ②
スウィングル・シンガーズ
第21回 聖徳学園「第九の夕べ」

卒業生送別オルガンコンサート①・②
ヨハン・シュトラウス・アンサンブル
プラハ国立歌劇場
ソフィア国立オペレッタ劇場
レニングラード国立歌劇場管弦楽団
ウィンナー・ワルツ・オーケストラ
山本正人記念第21回 聖徳学園「吹奏楽の夕べ」

2004年度シリーズコンサート 予定表
月／日　　　　　 演　 目

♪♪♪

2005年

※時期によりお徳な宿泊プランを実施しております。詳細はホームページ等をご覧ください。

［ 車 ］大泉IC―関越自動車道―藤岡JCT－上信越自動車道－佐久IC－国道・県道－かすが荘
［電車］東京－長野新幹線－佐久平―町営バス－望月町―町営バス―春日温泉

春日温泉
かすが荘
（長野県北佐久郡望月町）

TEL：０２６７-５２-２１１１

FAX：０２６７-５２-２１１９

聖徳学園
山中湖荘
（山梨県南都留郡山中湖村）

TEL：０５５５-６２-３１１１

FAX：０５５５-６２-３１１２

開湯３００年の古い歴史を持つ春日温泉は入浴後に肌が

ツルツルになる「美人の湯」として有名です。野趣に富ん

だ露天風呂や各種運動施設も備えており、個人旅行はも

ちろんご家族や小グループでのご宿泊に最適です！どう

ぞご利用ください！

セミナーハウスをどうぞご利用ください！ 本学園ホームページより各施設の詳細をご覧いただけるようになりました！

聖徳学園には皆様がのんびりとご利用いただけるセミナーハウスがございます！
新しい仲間との親睦や仲間と今まで以上の親睦を深める場としてどうぞご利用ください！

※時期により様々なイベントを企画しております。詳細はホームページ等をご覧ください。

［ 車 ］高井戸IC―中央自動車道―大月JCT－中央自動車道－河口湖IC－国道・県道－山中湖荘
［バス］新宿－中央自動車道－旭ヶ丘バスターミナル―徒歩－山中湖荘

富士山に最も近い山中湖からは、富士山の雄大な姿を

四季折々で見ることができます。周辺にはたくさんの美

術館も点在し、見所満載！山中湖荘では毎回好評の洋

風コース料理で皆様のご利用をお待ちしております。ど

うぞご利用ください！

←西日暮里 
　（地下鉄千代田線） 

←上野 
　（JR常磐線） 

柏→ 

（新京成線） 

イトーヨーカドー 

松戸駅 

東口 

公　園 

聖徳大学 

団　地 

聖徳大学オープン・アカデミー
平成１６年度SOA第Ⅰ期公開講座は、４月下旬から７月中旬まで開講いたします。前期より引き続き行なう講座、新しく開講
する講座等、皆様方のいろいろな要望に応え得る講座を用意しております。この機会に是非受講してみてはいかがでしょうか。

（定員になり次第、締切りとさせていただきます。また人数が集まらない講座については休講とさせていただきます。）

平成１６年度 SOA 第Ⅰ期 公開講座のご案内

＊上記の他、語学（英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、中国語）、文学、教育、生活・福祉、芸術・文化等の講座が予定されております。
＊詳細については生涯学習課までお問い合わせください。

………児童学科教員

…音楽文化学科教員

…保育科教員

…長江・四十九院他

…………………………………島岡丘

……………………………柄澤昭秀

……………………黒田優子

……………渡部・吉岡

…………………………………畠山さつき

……………………………………………石原洋子

…………………藤井繁

……………………………………中島邦男

……………………高橋光男

■生きがい探しの時代～少子・高齢社会を豊かに生きる～

■音楽と女性～女性が創った音楽、女性に捧げられた音楽～

■気になる子どもの育ちと保育者の対応 ―保育者ブラッシュアップ講座―

■“食の松戸物語”Part８（新緑の松戸宮前篇）

■自信がつく英語発音

■中高年のメンタルヘルス

■異文化コミュニケーション入門

■絵でわかる子育てのヒントPartⅠ

■日本語入門・初級

■日本語中級

■英米文学名作の旅 ―愛と性と死と―

■英語の歴史を探る

■円朝作品の描写と現地検証

講座名 講師名（第Ⅰ期予定講座抜粋）

……………長江曜子

………………………正道寺康子

…………………………………………菰田亨

…………………………進藤英幸

…………………赤塚雅己

…………………………金井正元

蓑輪・城戸

……………山川・百瀬

……………………大津博

……………………………………遠藤友麗

………………………………小泉卓

…………………………………長谷川晶子

…………………………………………高橋弓子

■４０才からの読書入門“漱石を読むPart２”

■『伊勢物語』に描かれた恋

■御伽草子の世界

■『論語』に学ぶ人の生き方

■王朝文芸オール・スター その１

■女性のための法律学入門

■人にやさしい住まい（入門篇）―福祉住環境コーディネーター検定３級に向けて―

■色遊び・色合わせ おしゃれ講座

■やさしいホームページの作り方

■スケッチを楽しむ

■世界で一冊〈手づくり絵本〉

■七宝　初級コース

■トールペイント

講座名 講師名（第Ⅰ期予定講座抜粋）

世界でも有数なコレクションとして知られる、本学の「ピーターラビット・
コレクション」は、昨年６月１２日、聖徳大学附属中学校・高等高校の創立
２０周年記念日に、ミニ特別展覧会「ピーターラビット」展として公開しました。
この度、聖徳大学附属浦安幼稚園が学園の第７番目の幼稚園として開設
されましたので、その開設を記念して「ピーターラビットとその仲間たち」を本大学
のクリスタルホール・ギャラリーで公開します。
この展覧会では、作者ビアトリクス・ポター女史が、２７歳の時に元家庭
教師の子どもノエル（５歳）のために書いた手紙をもとにつくられた『ピーター
ラビットのおはなし』の初版本（１９０２年に発行された極めて貴重な自費出版）
をはじめとして、ピーターラビットとその仲間達をモチーフにした珍しい各種
の初版本や陶磁器製品なども展示して、ピーターラビットの楽しい世界へ
ご案内致します。
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特別展覧会開催間近
聖徳大学附属浦安幼稚園開設記念

「ピーターラビットTMとその仲間たち」
■場所：聖徳大学８号館クリスタルホール・ギャラリー

（2004. 3. 10  現在）
写真：聖徳学園所蔵『ピーターラビットのおはなし』初版本


